
は
じ
め
に

結
び

ン
ブ
リ
シ
オ
の
研
究
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
ゴ
ヤ
自
身
の
創
意
に
よ
る

て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
降
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ
ン
・
デ
・
サ

ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
（
原
寸
大
下
絵
）
研
究
は

一
八
七

0
年
ク
ル

第
三
章

第
三
の
連
作
、
主
題
の
源
泉
と
ゴ
ヤ
の
独
創
性

第
三
節

ル
・
パ
ル
ド
宮
皇
太
子
夫
妻
の
寝
室
及
び
寝
室
控
え
の
間
を
飾
る
タ

第
二
節

第
三
の
連
作
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て

第
三
の
連
作
、
作
品
分
析
と
主
題
考
察

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ゴ
ヤ
[
F
r
a
n
c
i
s
c
o
 d
e
 G
o
y
a
.
 1
7
4
6
 
|
 
1
8
2
8
]
 

し
、
そ
の
作
品
総
数
は
六
十
八
点
を
数
え
る
。
本
稿
で
は
一
七
七
八

年
五
月
ー
一
七
八

0
年
一
月
に
制
作
さ
れ
た
三
番
目
の
連
作
（
エ

ピ
ス
リ
ー
の
た
め
の
連
作
）

を
取
り
上
げ
る
。

サ
ー
ダ
・
ヴ
ィ
ジ
ャ
ミ
ー
ル
に
よ
る
王
室
所
蔵
書
簡
の
公
開
に
よ
っ

画
題
選
択
と
さ
れ
て
い
た
カ
ル
ト
ン
が
詳
細
な
報
告
書
と
共
に
王
室

第
一
節
連
作
に
基
づ
く
タ
ピ
ス
リ
ー
に
つ
い
て

第

ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
第
三
の
連
作

リ
ー
工
場
に
於
て
タ
ピ
ス
リ
ー
の
た
め
の
下
絵
画
家
と
し
て
制
作

第

一
七
九
了
ー
九
二
年
の
四
期
に
わ
た
っ
て
ス
ペ
イ
ン
王
立
タ
ビ
ス

は
じ
め
に

コ‘‘ 

ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
作
家
時
代
の
背
景

カ

ル

考

エ
ル
。
パ
ル
ド
宮
皇
太
子
夫
妻
の
寝
室
及
び
寝
室
控
え
の
間
を
飾
る

タ
ビ
ス
リ
ー
の
た
め
の
カ
ル
ト
ン
に
つ
い
て

ャ

の

卜

ン

ま、
,

9

 

一
七
七
五
年
、

一
七
七
六
ー
八

0
年、

村

田

一
七
八
六
ー
八
八
年
、

絃
LLこl'
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ヤ
の
発
想
の
源
泉
を
追
及
し
た
い
と
考
え
る
。

と
し
て
の
活
動
が
む
し
ろ
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ゴ
ヤ
以
前
の
ス

後
者
は
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
株
式
を
踏
襲
す
る
画
家
で
あ
る
が
、
版
画
家

セ
・
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ル
ナ
イ
ス
が
一
九
八
七
年

"
F
r
a
n
c
i
s
c
o

の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、

d
e
 

一
七
三
七
年
に
は
ウ
ァ
ン
・
ロ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
招

一
九
四
六
年
に
出
版
さ
れ
た
サ
ン
ブ
リ
シ
オ
の
1

^

L
o
s
 

T
a
p
i
c
e
s
 d
e
 G
o
y
a
"
 
(
現
在
絶
版
）
は
今
日
で
も
ゴ
ヤ
の
王
立
工
場

で
の
作
品
を
学
ぶ
た
め
の
記
念
碑
的
な
書
物
と
さ
れ
て
い
る
。
続
く

ル
ト
ン
の
縮
小
下
絵
（
ボ
セ
ト
）

の
発
見
に
伴
う
問
渥
の
解
明
に
貢

九
七
一
年
）
、
ゴ
ヤ
の
発
想
の
源
泉
に
言
及
し
た
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ー
ノ
・

著
作
の
絶
版
を
機
に
以
降
の
諸
研
究
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
、

-‘
 T
A
 

G
o
y
a
,
 C
a
r
t
o
n
e
s
 y
 T
a
p
i
c
e
s
"
を
出
版
し
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら

ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
の
研
究
の
紹
介
及
び
ゴ

ン
・
ラ
ン
、

か
れ
た
。
さ
ら
に
一
七
五

0
年
代
に
は
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ス
と
シ
ャ
ル

ル
・
ジ
ョ
ゼ
・
フ
リ
パ
ー
ル
が
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
招
か
れ
て
い
る
。

ペ
イ
ン
の
画
家
た
ち
は
フ
ラ
ン
ス
の
版
画
か
ら
影
瑯
"
1

を
弥
く
受
け
て

こ
シ
ェ
ラ
ン
ジ
ェ
・
ウ
ァ
ッ
ス
が
父
と
と
も
に
来
西
、
次
い
で
ジ
ャ

ボ
サ
ー
ル

（
一
九
八
三
年
）
の
二
大
名
著
が
あ
る
。

サ
ン
プ
リ
シ
オ

外
国
か
ら
宮
廷
画
家
を
招
聘
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
七
二

0
年
に

新
し
い
美
術
界
の
確
立
に
あ
た
っ
て
の
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
の
方
針
は

域
に
渡
る
ロ
コ
コ
趣
味
の
流
行
に
着
目
し
た
ユ
ッ
タ
・
ヘ
ル
ト

を
中
心
と
し
た
環
境
で
あ
る
。

考
察
す
る
研
究
と
し
て
は
、
タ
ピ
ス
リ
ー
の
歴
史
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

が
マ
ド
リ
ッ
ド
で
遭
遇
し
た
美
術
界
と
は
ま
さ
に
こ
の
二
つ
の
機
関

献
し
て
い
る
。

ま
た
、
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
の
主
題
や
構
図
の
源
泉
を

立
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
立
さ
れ
た
。
ゴ
ヤ

る
王
立
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
工
場
が
造
ら
れ

一
七
五
二
年
に
は
王

ル
・
ガ
ッ
シ
ェ
と
ウ
ィ
ル
ソ
ン

（
一
九
七
一
年
共
著
）
の
研
究
は
カ

フ
ェ
リ
ペ
五
世
は
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
宮
を
、

フ
ェ
ス
離
宮
を
造
営
、

力
を
注
い
だ
。

一
七
二

0
年
に
は
半
世
紀
後
ゴ
ヤ
の
活
躍
の
場
と
な

デ
ィ
ス
パ
ル
メ
・
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド

（
一
九
五

0
年
）
、
ピ
エ
ー

カ
ル
ロ
ス
三
世
は
ア
ラ
ン

王
宮
装
飾
と
そ
れ
に
伴
う
美
術
界
の
形
成
に

と
っ
て
芸
術
復
典
の
義
務
を
課
せ
ら
れ
た
世
紀
で
も
あ
っ
た
。
初
代

れ
た
。

と
が
明
か
さ
れ

ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
研
究
の
方
向
が
大
き
く
修
正
さ

や
工
場
上
層
部
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
画
題
の
も
と
描
か
れ
て
い
た
こ

ブ
ル
ボ
ン
朝
と
と
も
に
幕
を
開
け
た
一
八
世
紀
は
ス
ペ
イ
ン
王
に

第
一
章
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
作
家
時
代
の
背
景
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作
を
頼
っ
て
い
た
パ
イ
ー
セ
ス
・
バ
ホ
ス

失
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
ス
ペ
イ
ン
王
は
マ
ド
リ
ッ
ド
に
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
か
ら
ヤ
コ
ボ
・
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ゴ
テ
ン
を
呼
び
、
新
し
い
タ
ピ
ス
リ
ー

工
場
(
1
)
の
設
立
に
踏
み
切
っ
た
(
2
)
。
こ
う
し
て
王
立
サ
ン
タ
・
バ

ル
バ
ラ
工
場
は
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ゴ
テ
ン
一
家
の
マ
ド
リ
ッ
ド
到
着
に
よ

り
一
七
二

0
年
に
創
業
さ
れ
た
(
3
)
。
始
め
工
場
は
テ
ニ
ー
ル
ス
の

フ
ラ
ン
ド
ル
の
日
常
を
描
い
た
も
の
と
狩
猟
画
を
臥
機
[
b
a
j
o
 

l
l
i
g
]
（

4
)
で
制
作
し
て
い
る
。
主
に
フ
ラ
ン
ド
ル
画
家
の
模
写
を
制

作
す
る
傾
向
は
ウ
ァ
ッ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
来
西
以
降
も
続
く
。

レ
ヒ
ト
条
約
）
に
お
い
て
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

を

ス
ペ
イ
ン
は
今
ま
で
タ
ピ
ス
リ
ー
の
制

・
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
メ
ン
グ
ス
、
続
い
て
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス

タ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
が
一
七
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
に
か
け
て
マ
ド

リ
ッ
ド
に
宮
廷
画
家
と
し
て
招
聘
さ
れ
て
い
る
。
テ
ィ
エ
ポ
ロ
と
メ

ン
グ
ス
の
影
響
力
は
絶
大
で
あ
り
、
こ
の
二
人
の
存
在
を
無
視
し
て

当
時
の
ス
。
ヘ
イ
ン
美
術
界
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
．

な
る
王
立
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
工
場
の
経
緯
と
こ
の
工
場
で
の
画
題

の
推
移
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
た
い
。
プ
ル
ボ
ン
朝
の
相
続
に
帰
着

し
た
王
立
継
承
戦
争
（
一
七
0
1
~

一
三
年
）
の
締
結
条
約
（
ユ
ト

次
に
ゴ
ヤ
が
タ
ピ
ス
リ
ー
の
カ
ル
ト
ン
画
家
と
し
て
働
く
こ
と
と

い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
コ
ラ
ー
ド
・
ジ
ャ
キ
ン
ト
、
ア
ン
ト
ニ
オ

寝
室
を
飾
っ
て
い
た
タ
ビ
ス
リ
ー
の
カ
ル
ト
ン
を
描
い
て
い
る

更
に
一
七
二
七
年
、
竪
機
[alt 0ー
li°zo]
<
 

5
)

の
技
術
者
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
王
立
ゴ
プ
ラ
ン
工
場
か
ら
ア
ン
ト
ワ
・
ラ
ン
ジ
ェ
が
招
聘
さ

れ
た
。
彼
の
来
西
と
フ
ラ
ン
ス
絵
画
の
流
入
に
つ
い
て
は
大
い
に
検

討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

(
6
)
。
竪
機
で
織
ら
れ
た
最
初
の
タ
ピ
ス

リ
ー
は

A
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
＞
と
ウ
ァ
ッ
ス
の
原
画
に
よ
る
＾
戦
野

の
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
＞
で
あ
る
。
ま
た
三

0
年
か
ら
四

0
年
代
の
作
品

は
テ
ニ
ー
ル
ス
風
の
フ
ラ
ン
ド
ル
の
祭
り
や
風
俗
を
主
題
と
し
て
お

り
、
そ
の
多

V
が
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
確
認

さ
れ
て
い
る

(
7
)
。

一
七
五
三
年
、
当
時
建
設
中
の
新
宮
殿
の
天
井

ド
リ
ッ
ド
王
宮
に
招
聘
さ
れ
た
。
宮
廷
画
家
と
タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
の

関
係
は
密
接
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
タ
ピ
ス
リ
ー
原
作
者
と
し
て

キ
ン
ト
は
主
に
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
の
模
写
を
し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
ス

ペ
イ
ン
人
画
家
と
し
て
は
ア
ン
グ
ロ
イ
ス
、
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ョ
、
カ

取
り
上
げ
る
ゴ
ヤ
の
第
三
の
連
作
の
前
に
エ
ル
・
パ
ル
ド
宮

(
9
)

の

(10)
。
そ
こ
で
の
画
題
は
テ
ニ
ー
ル
ス
風
の
農
民
や
牧
者
の
生
活
風

8
く。

ま
た
こ
の
時
期
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
と
カ
リ
ェ
ー
ハ
は
本
稿
で

‘ヽ

~
 

ノ

)
エ

ー

ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ル
イ
ス
の
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る

ウ
ァ
ッ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
に
ジ
ャ
キ
ン
ト
も
加
わ
っ
て
い
る
。
ジ
ャ

画
を
描
く
た
め
に
、

ナ
ポ
リ
の
画
家
コ
ラ
ー
ド
・
ジ
ャ
キ
ン
ト
が
マ
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め
ぐ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
美
術
界
は
今
後
の
方
向
を
決
め
る
厳
し
い
二
者

択
一
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
解
答
は
一
七
六
二
年
―
二
月
三

一
日
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
工
場
の
絵
画
監
督
者
と
し
て
メ
ン
グ
ス
（
メ

ン
グ
ス
は
当
時
王
立
サ
ン
・
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
首

メ
ン
グ
ス
は
あ
ま
り
に
も
対
照
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
様
式
を

ツ
ィ
ア
派
の
最
後
を
飾
る
画
家
テ
ィ
エ
ポ
ロ
と
新
古
典
主
義
の
画
家

に
ジ
ャ
キ
ン
ト
は
ナ
ポ
リ
に
帰
国
し
た
。
残
る
二
巨
匠
、
ヴ
ェ
ネ
ッ

更
に
翌
年
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
が
宮
廷

景
で
あ
る
。

ビ
ス
リ
ー
史
上
最
高
傑
作
を
生
ん
だ
の
は
カ
ル
ロ
ス
三
世
時
代
で
あ

る
。
プ
ル
ボ
ン
王
家
出
身
の
ス
ペ
イ
ン
王
の
中
で
は
最
高
の
統
治
者

で
あ
っ
た
カ
ル
ロ
ス
三
世
は
、
ナ
ポ
リ
で
帝
王
学
と
学
芸
保
護
の
実

際
を
学
び
、
王
に
は
美
術
を
擁
護
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
自
認
し

て
い
た
が
、

て
い
た
。
カ
ル
ロ
ス
王
が
ス
ペ
イ
ン
に
到
着
し
た
一
七
六

0
年
七
月

に
は
す
で
に
ジ
ャ
キ
ン
ト
が
新
宮
殿
天
井
画
の
制
作
に
と
り
か
か
っ

そ
の
作
業
の
進
行
具
合
を
見
て
、
カ
ル
ロ
ス
三
世
は
ア

ン
ト
ニ
オ
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
メ
ン
グ
ス
を
招
く
こ
と
に
決
定
し
た
。
．

画
家
と
し
て
招
聘
さ
れ
た

(11)
。
し
か
し
三
巨
匠
が
同
じ
宮
廷
内
で

仕
事
を
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
二
人
の
到
着
を
機

と
も
あ
れ
一
七
二

0
年
に
創
業
し
た
新
設
工
場
が
ス
ペ
イ
ン
・
タ

の
ス
ペ
イ
ン
社
会
は
下
級
貴
族
と
庶
民
の
差
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
両

独
自
の
も
の
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
変
化
は
大
き
い
。

席
画
家
で
も
あ
っ
た
）
が
就
任
し
た
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。

一
七
七

0
年
に
な
る
と
当
工
場
の
カ
ル
ト
ン
作
家
の
名
簿
に
フ
ラ

リ
ャ
が
加
わ
っ
て
い
る
。
他
に
こ
の
時
期
に
工
場
に
記
録
の
加
わ
っ

ン
・
メ
リ
ア
、

ラ
ス
ケ
ス
で
あ
る
。
彼
ら
を
先
駆
者
と
し
て
新
し
く
ス
ペ
イ
ン
の
庶

に
見
ら
れ
る
庶
民
風
俗
を
真
似
る
趣
味
の
影
響
が
あ
り
、
構
図
や
技

法
も
こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
た
が
、
単
な
る
模
倣
か
ら

こ
の
経
緯
に
現
れ
た
フ
ラ
ン
ド
ル
や
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
は
美
術
界

だ
け
で
は
な
く
ス
ペ
イ
ン
人
の
生
活
に
も
及
ん
で
い
た
。
十
八
世
紀

者
と
も
仕
事
を
せ
ず
に
自
由
気
ま
ま
に
生
活
す
る
こ
と
に
お
い
て
民

衆
文
化
を
共
有
し
て
い
た
。
だ
が
か
た
や
フ
ラ
ン
ス
趣
味
を
受
け
入

れ
パ
リ
の
流
行
に
身
を
包
ん
で
い
た
下
級
貴
族
の
趣
味
ペ
テ
ィ
メ
ー

ト
ラ
[
p
e
t
i
m
e
t
r
a
]
、
か
た
や
フ
ラ
ン
ス
趣
味
へ
の
反
動
と
し
て
ピ

カ
レ
ス
ク
の
伝
統
を
守
り
ス
ペ
イ
ン
風
を
弥
調
し
た
マ
ド
リ
ッ
ド
庶

庶
民
生
活
を
描
く
テ
ニ
ー
ル
ス
の
画
風
や
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
コ
コ
絵
画

民
生
活
が
画
題
と
な
っ
た
。
こ
の
画
題
の
背
景
に
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の

マ
シ
ア
ス
・
テ
レ
ス
、

サ
ラ
ス
、

ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ヴ
ェ

た
カ
ル
ト
ン
作
家
は
ア
ン
ド
レ
ス
・
イ
・
ア
ギ
ュ
イ
ゃ
ー
レ
、

カ
マ
ロ

ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
、

マ
リ
ア
ー
ノ
・
サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
マ
エ
ー
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た
。
「
〔
ゴ
ヤ
は
〕
ル
サ
ン
の
も
と
で
、
デ
ッ
サ
ン
の
初
歩
を
学
ん
だ
。

ル
サ
ン
は
彼
が
所
有
し
て
い
た
版
画
の
最
良
の
も
の
を
ゴ
ヤ
に
模
写

時
の
初
心
者
が
普
通
に
た
ど
っ
た
も
の
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
な
か
っ

裏
付
け
ら
れ
る
（
埒
。
そ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
翌
年
の
一
月
十
五
日
に

日
付
け
の
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
奨
学
生
選
抜
コ

彼
は
ナ
ポ
リ
で
修
行
し
た
経
験
を
も
ち
、
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
継
承
者
で

あ
っ
た
。
ゴ
ヤ
の
ル
サ
ン
の
ア
ト
リ
エ
で
の
四
年
問
の
学
習
は
、
当

末
、
ゴ
ヤ
は
マ
ド
リ
ッ
ド
に
発
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
年
の
十
二
月
四

な
い
が
、

サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
の
四
年
間
の
修
行
を
終
え
た
一
七
六
三
年

ン
ク
ー
ル
の
応
募
者
名
簿
に
彼
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

の
擁
護
を
受
け
た
画
家
で
三
十
歳
で
宮
廷
画
家
を
経
験
し
て
い
る
。

ゴ
ヤ
の
マ
ド
リ
ッ
ド
来
訪
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
か
ど
う
か
根
拠
は

ユ
ー
は
マ
ド
リ
ッ
ド
に
定
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
出
来
事
が

民
の
趣
味
マ
ヒ
ス
モ
[
M
a
j
i
s
m
o
]
を
特
徴
的
な
違
い
と
し
て
い
た
。

当
時
の
マ
ド
リ
ッ
ド
の
民
衆
を
タ
ピ
ス
リ
ー
の
画
題
と
し
て
取
り
上

げ
る
と
い
う
こ
と
は
狩
猟
画
、
風
俗
画
（
農
民
の
生
活
や
、
子
供
の

遊
び
）
を
主
題
と
し
て
い
た
カ
ル
ト
ン
画
家
に
と
っ
て
唐
突
で
は
な

く
、
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
コ
コ
趣
味
の
影
響
を
受
け
、
庶
民
の
生
活
を
好

一
七
七
五
年
に
ゴ
ヤ
が
カ
ル
ト
ン
画
家
と
し
て
直
面
し
た
美
術
界

及
び
タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
の
経
緯
と
状
況
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
次

風
確
立
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
事
実
を
中
心
に
述
べ
る
。

一
七
四
六
年
三
月
三

0
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
北
東
部
に
位
置
す
る
ア

ラ
ゴ
ン
地
方
サ
ラ
ゴ
ー
サ
県
の
フ
ェ
ン
デ
ト
ー
ド
ス
村
で
生
ま
れ
た

ゴ
ヤ
は
、
十
三
歳
の
時
ホ
セ
・
ル
サ
ン
の
ア
ト
リ
エ
に
入
門
し
デ
ッ

サ
ン
と
絵
画
技
法
を
学
ん
だ
。
ホ
セ
・
ル
サ
ン
は
ピ
ニ
ャ
テ
リ
一
族

に
タ
ビ
ス
リ
ー
工
場
に
辿
り
着
く
ま
で
の
ゴ
ヤ
の
経
歴
に
つ
い
て
画

ん
で
い
た
貴
族
の
風
潮
に
も
合
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
せ
た
。
」(
1
2
)ゴ
ヤ
は
こ
の
師
か
ら
キ
ャ
ン
バ
ス
ゃ
絵
具
な
ど
の
材
・
’
•

料
の
知
識
を
得
た
。
ま
た
版
画
か
ら
写
し
た
構
図
や
人
物
を
自
身
の

観
察
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
と
結
び
つ
け
作
品
を
構
成
す
る
方
法
も
知
っ

た
。
ゴ
ヤ
の
作
品
の
源
泉
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン

ド
ル
か
ら
の
版
画
が
重
要
で
あ
る
所
以
は
、
こ
の
修
行
時
代
の
体
験

に
根
差
す
の
で
あ
る
。
ま
た
ゴ
ヤ
の
人
生
に
お
い
て
多
大
な
影
響
力

を
持
つ
ド
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
も
ル
サ
ン
の
画
塾
に
学

ん
だ
が
、
こ
の
二
人
は
ア
ト
リ
エ
時
代
を
共
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

バ
イ
ユ
ー
の
ほ
う
が
十
二
歳
年
長
で
、
ゴ
ヤ
が
サ
ラ
ゴ
ー
サ
に
い
た

バ
イ
ユ
ー
は
一
七
五
八
年
に
獲
得
し
た
奨
学
金
に
よ

一
七
六

0
年、

る
マ
ド
リ
ッ
ド
留
学
を
終
え
て
婦
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

一
七
六
三
年
一
月
、

メ
ン
グ
ス
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
を

協
力
者
と
し
て
マ
ド
リ
ッ
ド
に
招
い
た
。
こ
の
招
聘
と
同
時
に
バ
イ
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リ
エ
に
入
門
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

ル
マ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
バ
イ
ユ
ー
の
弟
子
と
称
し
て

応
募
し
て
い
る

(15)
。
こ
の
時
の
評
価
は
今
ま
で
の
ゴ
ヤ
の
芸
術
上

の
影
響
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

つ
ま
り
テ
ィ
エ
ポ
ロ
と
師
ル
サ

ン
の
画
風
で
あ
る
自
然
か
ら
着
想
し
た
装
飾
性
と
新
古
典
主
義
を
奉

じ
る
メ
ン
グ
ス
と
バ
イ
ユ
ー
の
画
風
の
折
衷
で
あ
る

(16)
。
こ
こ
に

ゴ
ヤ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
新
し
い
傾
向
に
近
づ
く
努
力
が
う
か
が
え

一
七
七
一
年
五
月
二
十
九
日
パ

こ
の
後
ゴ
ヤ
は
自
費
で
イ
タ
リ
ア
に
旅
立
つ
が
、
こ
の
ア
カ
デ

ミ
ー
の
二
度
目
の
落
選
を
機
に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
の
ア
ト

ン
・
バ
イ
ユ
ー
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
の
実
弟
で
ゴ
ヤ
と
同

れ
た
」

(18)
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仕
事
を
ゴ
ヤ
が
得
る
に
あ
た
り
尽

終
わ
っ
た
が
、
結
果
は
ゴ
ヤ
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
に

お
い
て
の
彼
の
第
一
回
目
の
落
選
で
あ
る
。
王
立
サ
ン
・
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
は
三
年
毎
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
い
て
い
た

一
六
六
六
年
ゴ
ヤ
は
再
び
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
挑
戦
し
て
い
る

る
二
年
間
に
ゴ
ヤ
が
何
を
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
一
切
資
料
が
欠

け
て
い
る
。
ゴ
ヤ
に
と
っ
て
第
二
回
目
の
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
す

で
に
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
が
審

査
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
時
の
優
勝
者
は
ラ
モ

七
三
年
七
月
二
五
日
、

ゴ
ヤ
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
の
妹
ホ

セ
ー
フ
ァ
・
バ
イ
ユ
ー
と
結
婚
し
た
。
画
家
と
し
て
よ
り
良
い
立
場

を
手
に
入
れ
た
い
と
い
う
ゴ
ヤ
の
野
心
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の

頃
ゴ
ヤ
は
マ
ド
リ
ッ
ド
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

一
七
七
四
年
末
、

ン
グ
ス
が
、
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
と
宮
殿
内
、

ペ
イ
ン
に
帰
っ
て
き
た
。

そ
し
て
そ
の
付
属
の
諸

ス
ペ
イ
ン
美
術
界
の
改
革
を
託
さ
れ
た
メ

ン
グ
ス
は
こ
の
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
王
立
タ
ビ
ス
リ
ー
工
場
こ
そ
は

ス
ペ
イ
ン
の
弟
子
た
ち
の
養
成
の
場
だ
と
考
え
て
い
た
。
お
そ
ら
く

そ
の
時
「
〔
ゴ
ヤ
は
〕
王
室
関
係
工
事
の
た
め
（
絵
画
制
作
の
仕
事
を
）

継
続
す
る
よ
う
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
メ
ン
グ
ス
に
招
か

力
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
義
兄
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
バ
イ
ユ
ー
で

あ
る
。
こ
の
時
バ
イ
ユ
ー
は
弟
ラ
モ
ン
と
ゴ
ヤ
の
二
人
を
進
言
し
た
。

機
関
（
主
に
王
立
タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
）
の
美
術
部
門
監
督
と
し
て
ス

年
）
で
あ
り
、
ゴ
ヤ
に
は
一
票
も
入
ら
な
か
っ
た
。

一
七
六
九
年
以
来
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
た
メ

(14
ノ
。
第
一
回
目
か
ら
の
こ
の
間
、

一
六
六
四
年
か
ら
六
五
年
に
至

か
け
て
の
二
年
間
と
す
る
の
が
妥
当
だ
と
さ
れ
て
い
る
（
打
）
。

一
七

‘、1
ヽ
カ

ス
ペ
イ
ン
を
離
れ
て
い
た
か
に
つ
い
で
一
七
六
九
年
か
ら
七
一
年
に

依
頼
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録
に
よ
り
、
ゴ
ヤ
が
ど
れ
だ
け
の
期
間

の
聖
母
教
会
工
事
委
員
会
か
ら
同
教
会
の
天
井
画
の
た
め
の
下
絵
を

る。

一
七
七
一
年
十
月
十
二
日
、
サ
ラ
ゴ
ー
サ
で
ゴ
ヤ
は
ピ
ラ
ー
ル
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続
く
「
線
と
色
に
よ
る
造
形
力
、
観
察
力
」

(19)

が
早
く
も
現
れ
て

彼
の
得
意
と
す
る
模
倣
の
組
み
合
わ
せ
を
超
え
、
後
の
民
衆
描
写
に

な
る
の
は
カ
ル
ロ
ス
四
世
の
即
位
し
た
一
七
八
九
年
の
四
月
二
十
五

に
初
期
の
彼
の
カ
ル
ト
ン
の
技
術
的
な
完
成
を
見
る
。
と
い
う
の
は
、

日
で
あ
る
。

代
償
の
意
味
合
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ゴ
ヤ
が
正
式
に
宮
廷
画
家
と

連
作
は
カ
ル
ト
ン
作
家
時
代
（
前
期
）
最
後
の
連
作
で
あ
り
、
こ
こ

題
と
出
会
う
。

よ
り
一
七
八

0
年
五
月
五
日
ゴ
ヤ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
入
会
の
諮
願
は

「
創
意
に
な
る
十
字
架
の
キ
リ
ス
ト
を
描
い
た
独
創
的
な
る
作
品
」

(23)
と
と
も
に
受
理
さ
れ
、
五
月
七
日
全
会
一
致
で
ゴ
ヤ
は
ア
カ
デ

ミ
ー
会
員
に
選
ば
れ
た
。
こ
れ
に
は
、

お
そ
ら
く
宮
廷
画
家
登
用
の

上
に
生
来
の
観
察
力
を
発
揮
で
き
た
分
野
で
あ
っ
た
。
更
に
第
三
の

僚
の
画
家
た
ち
も
多
く
扱
う
課
題
で
あ
っ
た
が
、
ゴ
ヤ
が
今
ま
で
以

で
課
さ
れ
た
ロ
コ
コ
趣
味
の
風
俗
画
は
タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
で
働
く
同

エ
ル
・
パ
ル
ド
宮
の
食
堂
の
た
め
の
連
作
（
第
一
期

統
で
あ
る
狩
猟
の
主
題
は
確
か
に
慎
重
す
ぎ
る
ほ
ど
無
個
性
で
あ

る
。
だ
が
第
二
の
仕
事
で
ゴ
ヤ
は
初
め
て
自
分
の
特
性
に
合
致
し
主

カ
ル
ト
ン
制
作
に
こ
と
さ
ら
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に

つ
い
て
は
同
年
十
月
八
日
付
け
の
文
書
で
丁
重
な
断
り
を
受
け
て
い

る

(22)
。
実
際
に
は
ス
ペ
イ
ン
国
勢
の
悪
化
に
よ
り
こ
の
第
三
の
連

作
は
制
作
打
ち
切
り
と
な
っ
た
が
、
こ
の
カ
ル
ト
ン
時
代
の
貢
献
に

リ
ア
ル
修
道
院
の
食
堂
の
た
め
連
作
に
描
か
れ
た
フ
ラ
ン
ド
ル
の
伝

る
。
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
工
場
で
の
初
め
の
仕
事
、

エ
ル
・
エ
ス
コ

七
月
二
十
四
日
、

ゴ
ヤ
は
宮
廷
画
家
へ
の
登
用
を
王
宮
に
請
願
し
、

宮
廷
画
家
と
な
る
べ
く
画
風
を
確
立
し
て
い
っ
た
時
期
と
も
い
え

謁
の
栄
誉
を
得
る

(21)
。
こ
の
第
三
の
連
作
制
作
中
の
一
七
七
九
年

も
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
ゴ
ヤ
が
当
時
の
美
術
界
の
傾
向
を
吸
収
し

世
）
及
び
皇
太
子
妃
（
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
サ
・
デ
・
パ
ル
マ

の
拝

一
七
六
六
年
ア
カ
デ
ミ
ー
で
優
勝
し
て
い
る
ラ
モ
ン
は
問
題
の
な
い

選
抜
と
い
え
よ
う
が
、
何
の
資
格
も
な
い
ゴ
ヤ
に
つ
い
て
は
異
例
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
く
し
て
ゴ
ヤ
は
美
術
界
進
出
の
第
一
歩
の
機
会

期
）
は
ゴ
ヤ
に
と
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
に
試
さ
れ
る
三
度
目
の
機
会
で

一
七
七
五
年
か
ら
一
七
八

0
年
ま
で
の
カ
ル
ト
ン
作
家
時
代
（
前

彼
は
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
作
品
十
七
点
を
模
写
し
た
。
ま
た
こ
の
連
作

の
う
ち
四
点
は
王
（
カ
ル
ロ
ス
三
世
）
、
皇
太
子
（
後
の
カ
ル
ロ
ス
四

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

J

と
が
あ
る
(20
ノ
。
宮
廷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
エ
ッ
チ
ン
グ
を
は
じ
め

大
な
宮
廷
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

廷
内
に
蔵
さ
れ
て
い
た
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
作
品
を
発
見
し
、
以
後
膨

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
興
味
深
い
事
実
と
し
て
、
ゴ
ヤ
が
宮
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ン
コ
遊
び
＞
八
洗
罹
女
達
＞
＾
ギ
タ
ー
を
弾
く
マ
ホ

V
A木
登
り
を

寝
室
控
え
の
間
北
墜
に
＾
小
鳥
と
子
供
＞
八
薪
収
り
人
夫
＞
＾
プ
ラ

の
職
工
に
よ
っ
て
織
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、

タ
ピ
ス
リ
ー
自
体
は
ゴ

タ
ビ
ス
リ
ー
は
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
を
も
と
に
し
て
タ
ビ
ス
リ
ー
工
場

て
で
あ
り
、
タ
ビ
ス
リ
ー
自
体
の
価
値
に
つ
い
て
は
考
察
し
な
い
。

押
し
車
で
遊
ぶ
子
供
達
＞
、
南
壁
に
八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る
娘
＞
＾
軍

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
に
つ
い

壁
に
は
＾
ペ
ロ
ー
タ
競
技
＞
、
東
墜
に
八
マ
ド
リ
ッ
ド
の
市
＞
＾
手
題
を
選
び
制
作
さ
せ
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

装
飾
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
〔
資
料
l
]
。
そ
れ
に
よ
る
と
寝
室
北

人
と
夫
人
＞
、
四
壁
に
＾
兵
隊
ご
っ
こ
＞
八
瀬
戸
物
売
り
＞
が
並
び
、

る
と
い
う
目
的
で
皇
太
子
夫
妻
の
日
常
生
活
の
場
所
に
こ
の
様
な
主

リ
ー
の
た
め
の
原
寸
大
下
絵
）

に
基
づ
い
た
タ
ビ
ス
リ
ー
の
本
来
の

作
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
従
っ
て
庶
民
の
生
活
を
知

位
置
が
記
さ
れ
、

そ
の
お
か
げ
で
ゴ
ヤ
の
こ
の
カ
ル
ト
ン

（
タ
ピ
ス

の
部
屋
」
と
い
う
目
的
と
は
何
の
関
連
性
も
見
出
せ
ず
、
ゴ
ヤ
の
連

寝
室
控
え
の
間
に
飾
ら
れ
る
十
三
点
の
タ
ピ
ス
リ
ー
の
寸
法
と
装
飾

日
常
生
活
を
描
い
た
カ
ル
ト
ン
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
眠
る
た
め

た
夕
。
ヒ
ス
リ
ー
は
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
と
カ
リ
ェ
ー
ハ
に
よ
る
農
民
の

ル
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
工
場
保
管
の
文
車
国
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

こ
の
仕
事
を
工
場
側
か
ら
書
簡
に
よ
っ
て
言
い
渡
さ
れ
た
の
は
、

た
。
こ
の
書
簡
に
は
、
寝
室
に
飾
ら
れ
る
六
点
の
タ
ピ
ス
リ
ー
及
び

り
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ゴ
ヤ
以
前
に
こ
の
寝
室
を
飾
っ
て
い

七
七
七
年
十
月
二
日
で
あ
る
。
こ
れ
は
ク
ル
サ
ー
ダ
・
ヴ
ィ
ジ
ャ
ミ
ー

飾
場
所
で
あ
る
寝
室
及
び
寝
室
控
え
の
間
の
用
途
と
は
あ
ま
り
関
わ

室
控
え
の
関
を
飾
る
タ
ピ
ス
リ
ー
の
下
絵
制
作
で
あ
っ
た
。
ゴ
ヤ
が

こ
の
第
三
の
連
作
を
構
成
す
る
作
品
二
十
点
は
い
ず
れ
も
当
時
の

め
の
タ
ピ
ス
リ
ー
の
主
題
は
狩
猟
画
や
庶
民
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
と
い
っ

た
「
食
」
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
選
ば
れ
た
主
題
は
装

第
三
の
仕
事
は

エ
ル
・
パ
ル
ド
宮
殿
の
皇
太
子
夫
妻
の
寝
室
と
寝

ス
三
世
の
趣
味
に
従
い
主
題
選
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
食
堂
の
た

王
立
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
・
タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
に
お
け
る
ゴ
ヤ
の

ス
ペ
イ
ン
の
日
常
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
注
文
主
カ
ル
ロ

第
一
節
連
作
に
基
づ
く
タ
ピ
ス
リ
ー
に
つ
い
て

＾
医
者

V
A泉
＞
＾
子
犬
＞
が
飾
ら
れ
て
い
た
。

第
二
章
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
第
三
の
連
作

南
壁
に
＾
タ
バ
コ
密
輸
監
視
人
＞
＾
仔
牛
で
の
闘
牛
＞
、
西
壁
に

す
る
子
供
＞
、
東
壁
に
八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き

V
A待
ち
合
わ
せ
＞
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に
絞
り
論
考
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
節
で
は
以
下
で
論
及
さ
れ
な
い

エ
ル
・
パ
ル
ド
宮
は
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
北
西
に
五

0
キ
ロ
メ
ー
ロ

ド
か
ら
遠
く
な
い
エ
ル
・
パ
ル
ド
宮
は
フ
ラ
ン
コ
将
軍
時
代
政
治
的

タ
ピ
ス
リ
ー
は
制
作
当
初
の
装
飾
状
況
と
は
ま
っ
た
く
違
い
、
額
装

し
た
状
態
で
各
部
屋
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
ゴ
ヤ
の
こ
の
連
作
の
内

八
軍
人
と
夫
人
＞
八
手
押
し
車
で
遊
ぶ
子
供
達
＞
八
薪
取
り
人
夫
＞

等
数
点
が
今
日
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
カ
ル
ロ
ス
三
世
の
財
産
目
録
に
は
八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る
娘
＞

八
兵
隊
ご
っ
こ
〉
八
手
押
し
車
で
遊
ぶ
子
供
達
＞
八
ブ
ラ
ン
コ
遊

の
十
一
点
が
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ル
の
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
宮
の
ド
ン
・

人
＞
八
小
鳥
と
子
供
＞
八
薪
取
り
人
夫
＞
八
ギ
タ
ー
を
弾
く
マ
ホ
＞

バ
ブ
リ
エ
ル
王
子
夫
妻
の
た
め
に
も
制
作
さ
れ
た
と
記
さ
れ
、
こ
の

に
つ
い
て
は
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
を
も
と
に
各
二
点
の
タ
ピ
ス

リ
ー
が
織
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
王
室
の
注
文
に
応
じ
て

の
寸
法
記
録
が
な
い
た
め
、

ゴ
ヤ
の
下
絵
に
満
足
し
た
王
室
が
同
じ

原
料
に
頼
っ
て
い
る
が
、
タ
ピ
ス
リ
ー
の
制
作
方
法
は
十
八
世
紀
当

時
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
職
工
の
作
業
や
工
場
内
を
今
日
一
般
に
公
開

び
＞
八
仔
牛
で
の
闘
牛
＞
八
子
犬
＞
八
泉
＞
八
タ
バ
コ
密
輸
監
視
般
向
け
に
制
作
し
て
い
る
。
織
糸
の
繊
維
や
染
色
顔
料
は
科
学
的
な

リ
ー
を
ア
ト
ー
チ
ャ
駅
近
く
の
新
し
い
王
立
タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
で

も
カ
ル
ロ
ス
三
世
、
四
世
時
代
の
カ
ル
ト
ン
を
も
と
に
し
た
タ
ピ
ス

ラ
・
タ
ビ
ス
リ
ー
工
場
は
一
八
八
八
年
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
現
在
で

ゴ
ヤ
の
タ
ピ
ス
リ
ー
が
制
作
さ
れ
て
い
た
王
立
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ

ロ
レ
ン
ソ
宮
用
に
寸
法
を
合
わ
せ
制
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
に
、
空
や
地
面
の
分
量
を
増
や
し
た
り
削
っ
た
り
し
て
、

サ
ン

ゴ
ヤ
の
時
代
か
ら
の
タ
ピ
ス
リ
ー
の
多
く
は
取
り
払
わ
れ
た
。
現
在

の
寸
法
が
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

お
そ
ら
く
ゴ
ヤ
の
描
き
替
え
な

に
重
要
な
建
物
と
し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の
時
質
の
良
い
も
の
を
残
し

者
を
工
場
側
に
依
頼
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
、
装
飾
壁
面

多
く
持
つ
王
宮
と
し
て
今
日
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ド
リ
ッ

作
さ
れ
た
が
、

サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
宮
に
つ
い
て
は
ゴ
ヤ
宛
て
の
工
場

ン
家
の
改
築
に
よ
り
豪
華
な
、
比
較
的
質
の
良
い
タ
ピ
ス
リ
ー
を
数

の
こ
の
連
作
は
エ
ル
・
パ
ル
ド
宮
の
装
飾
を
第
一
の
目
的
と
し
て
制

ペ
ニ
世
に
よ
っ
て
狩
猟
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
こ
の
城
は
、
ブ
ル
ボ

宮
の
ド
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
王
子
夫
妻
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
ゴ
ヤ

ル
程
離
れ
た
と
こ
ろ
に
現
在
も
あ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
フ
ェ
リ

ル
・
パ
ル
ド
宮
の
皇
太
子
夫
妻
の
た
め
の
も
の
と
サ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ

ゴ
ヤ
の
第
三
連
作
に
基
づ
き
正
式
に
織
ら
れ
た
タ
ピ
ス
リ
ー
は

タ
ピ
ス
リ
ー
に
つ
い
て
、
簡
単
に
現
在
の
状
況
を
述
べ
た
い
。

十

ヤ
の
手
を
離
れ
た
工
芸
品
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

カ
ル
ト
ン

工
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［資料 17 

《ペロ・ータ競技》

l 

《
戸
怠
n
｛
酒
》
＞
一 ::lt壁而

""" , 1 
‘・
T., 

-= 
ゞ

____ L 

i! 
（ 二
胃

I 

• I 

""' 
)） 

~ 

斗豆零 璽
直

南壁而

□
 

,

’

ー

A
 
≫
 
人夫と人”¥

 

二
〗
口

がヽ”

娘
を
ラ
る

売
口

セ
ア
“ l|'|'~• || 

I 屯写至 壁面寸法 ！ 
カルトン題名 i iカルトン寸法

I 

北墜面

]1p/]]dX9p/6d I ！ ＇ : ， 

ペロータ競技 17p/]d X 9p/8d 

西墜面 7p/12d x 9p/6d マドリッドの市 7p/Hd x 9p/7d 

西扉上部 3p/ 3d X 5p/3d 

南墜面 （左） 3p/ 9pX 9p/6d 軍人と夫人 3p/ 9d X 9p/7d 

（右） 3p/ 8d x 9p/6d アセロラを売る娘 3p/ 9d X 9p/7d 

東墜面 7p/] 4d X 9p/6d 瀬戸物売り 7p/] 5d X 9p/6d 

東fjj[上把 3p/ 4d >'. 5p/2(: 兵隊ごっこ 3p/ 4d X 5p/4d j I 

lp(lpie)=27. 8cm ld(ldedo)=2c田

（この表はアルナイス制作のものを参考にしている。

Cartones y tapices, P. lJ.1.115) 

Francisco de Goya. 
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《

Y
J
.》

"ヽ“び遊コン

Y

ラ

）

プ

夫

幻
玉
幽
言

(

人

一
、
翌
ふ
芝
娑
序
史
i
q

薪“̀5 
|
~
|
|
i

ー

m
 

子と島“̀̀ 

《洗濯女達》

Y 

―¥―----

[::: 予書鬱』

北壁面

《
頸

F
-
S
七
9
ー

i
}
-

『邸》

V
-

旦
［ミ譴圭

□← ---
《
妥
》

《
苓
当
》

寝室控えの間

ー

ー

1

|

1

|

1

`
l
 
牛闘ので牛子≪

 

迂
廂
三
i

南壁面

A《志5吟ざヰ》一

一

寝室控えの間 壁面寸法 カルトン題名 カルトン寸法

北壁面 （左） 5p/l3d X 9p/6d プランコ遊び 6p X 9p/8d 

（右） 5p/13d X 9p/6d 洗濯女達 5p/l 5d X 9p/3d 

隅用装飾（左） 1 p/ 4d X 9p/6d 小鳥と子供 lp/ 5d x 9p/3d 

（右） lp/ 4d x 9p/6d 木登りをする子供 l p/ 5d X 9p/3d 

北扉上部（左） 4p X 4p/14d 薪取り人夫 4p X 5p 

（右） 3p/15d X 5p ギターを弾くマホ 4p X 5p 

東壁面 llp/3d X 9;:/6::: 百目のギター弾き 17;! X 9p/6d 

東扉上部 5p/ 7d X 9p/6d 待ち合わせ 5p/ 7d X 3p/9d 

南壁面 （左） 4p/14d X 9p/6d タバコ密輸監視人 4p/13d X 9p/3d 

（石） 4p/15dX 9p/6d 子牛での闘牛 5p X 9p/3d 

西壁面 （左） 2p/1 ld x 9p/6d 泉 2p/12d X 9p/3d 

（右） 2p/l 2d X 9p/6d 子犬 2p/12d X 9p/3d 

西扉上部 3p/ 7d X 3p/7d 医者 5p/ 7d X 3p/9d 
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一
七
七
八
年
五
月
一
日
：
・
八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
〉
J`

公
的
な
資
料
が
比
較
的
揃
っ
て
お
り
、
カ
ル
ト
ン
納
品
時
に
添
え
ら

タ
ピ
ス
リ
ー
の
た
め
の
カ
ル
ト
ン
は
王
宮
の
注
文
画
で
あ
る
た
め

二
節
第
三
の
連
作
、
作
品
分
析
と
主
題
考
察

24)

に
加
え
た

の
み
本
文
に
載
せ
る
こ
と
と
す
る
。
（
尚
第
二
節
の
主
要
事
項
は

研
究
に
触
れ
、
第
三
節
で
は
連
作
二
十
点
の
主
題
内
容
と
主
題
解
釈

第
二
節
で
は
第
三
の
連
作
に
関
わ
る
史
料
を
通
し
て
推
測
さ
れ
る

制
作
上
の
問
題
及
び
作
品
の
所
蔵
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
先
行

を
各
々
考
察
し
た
が
、
全
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
た
め
第

二
節
を
割
愛
し
、
第
三
節
に
つ
い
て
も
重
要
と
思
わ
れ
る
作
品
六
点

れ
た
ゴ
ヤ
に
よ
る
書
簡
（
請
求
書
）

に
記
入
さ
れ
た
日
付
を
も
っ
て

制
作
年
月
と
し
、
ゴ
ヤ
の
記
述
の
順
番
を
連
作
の
作
品
番
号
と
し
た
。

・
一
七
七
九
年
一
月
六
日
：
・
八
マ
ド
リ
ッ
ド
の
市
〉
)
-
八
瀬
戸
物
売

り
＞
i

八
軍
人
と
夫
人
〉
4

八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る
娘
＞
r

）
八
兵
隊

技
術
は
竪
機
[a
l
t
oー

l
I
N
o
]

だ
け
で
あ
る
。

し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
現
在
こ
の
工
場
で
存
続
し
て
い
る

一
こ
の
絵
は
、
盲
人
の
手
引
き
を
す
る
子
供
を
連
れ
、
歌
を

1

八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
＞
〔
図
］

ご
っ
こ
＞
6

八
手
押
し
車
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
＞
7

・
一
七
七
九
年
七
月
二
十
一
日
：
・
八
ペ
ロ
ー
タ
競
技
＞
；
八
ブ
ラ
ン

コ
遊
び
〉
，

牛
＞
11

八
子
犬
＞
12

八
泉
＞
13

八
タ
バ
コ
密
輸
監
視
人

V14
八
小
鳥
と

子
供
＞
15

八
木
登
り
を
す
る
子
供
＞
16

八
薪
取
り
人
夫
＞
17

八
ギ

今
回
こ
の

第
三
作
八
瀬
戸
物
売
り
＞
、
第
四
作
八
軍
人
と
夫
人
＞
、
第
六
作
八
兵

隊
ご
っ
こ
＞
、
第
八
作
八
ペ
ロ
ー
タ
競
技
＞
、
第
十
一
作
八
仔
牛
で

の
闘
牛
＞
を
選
び
、
納
品
書
簡
に
そ
え
ら
え
た
ゴ
ヤ
自
身
に
よ
る
記

考
察
す
る
。

歌
っ
て
い
る
ギ
タ
ー
弾
き
の
盲
人
、

そ
し
て
そ
の
歌
を
聞
い
て
い
る

十
四
人
の
人
物
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
中
心
は
、

二
人
の
女
性
、

人
の
異
国
人
、
水
売
り
の
黒
人
、
パ
ン
屋
で
あ
り
、

そ
の
他
は
マ
ン

述
を
提
示
し
、
書
簡
内
容
と
描
か
れ
た
内
容
と
の
比
較
及
び
主
題
を

一
十
点
の
中
か
ら
、
第
一
作
八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
〉

タ
ー
を
弾
く
マ
ホ

V18八
待
ち
合
わ
せ
〉
19

八
医
者
〉
20

・
一
七
八

0
年
一
月
二
十
四
日
：
・
八
洗
濯
女
達
〉
10

八
仔
牛
で
の
闘
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は
釣
り
人
の
後
ろ
姿
に
差
し
替
え
ら
れ
、
画
面
上
方
ま
で
伸
び
る
木

た
ム
ル
シ
ア
人
の
姿
が
あ
り
、
細
部
の
描
写
に
つ
い
て
も
ゴ
ヤ
の
記

述
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
版
画
の
画
面
は
カ
ル
ト
ン
よ
り
横
長

で
あ
り
、
版
画
を
カ
ル
ト
ン
大
に
拡
大
す
る
と
削
除
部
分
は
エ
ッ
チ

ン
グ
左
下
部
の
「
G
O
Y
A
」
の
サ
イ
ン
の
あ
る
石
の
と
こ
ろ
か
ら
牛

車
を
引
く
ム

ル
シ
ア
人
の
細
い
棒
の
先
に
至
る
左
側
1
.
6
1
0
m
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

改
作
前
の
作
品
に
つ
い
て
、
工
場
の
技
術
監
督
で
あ
る
マ
エ

ー

リ
ャ
の
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「
楽
し
げ
な
情
景
が
構

グ
に
よ
る
銅
版
画

[
図
？
こ
か
ら
推
測
で
き
る
o

版
画
に
は
抹
殺
さ
れ

の
赤
暗
い
色
調
が
パ
レ
ッ
ト
の
絵
具
を
吸
収
し
て
し
ま
っ
た
と
分
析

さ
れ
て
い
る
(27)
。

完
全
に
乾
燥
さ
せ
な
い
う
ち
に
重
ね
塗
り
し
て
い
る
た
め
、
下
塗
り

ト
で
顔
を
隠
し
て
い
る
。
前
方
で
は
、

二
人
の
少
年
が
座
っ
て
、
同

じ
様
に
ギ
タ
ー
に
間
き
入
っ
て
い
る
。

隅
に
は
、
牛
車
を
引
く
ム
ル

シ
ア
人
が
お
り
、
ま
た
一
方
の
遠
く
に
は
、
沢
山
の
人
々
が
群
が
っ

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
改
変
前
の
プ
ラ
ン
は
エ
ッ
チ
ン

さ
れ
た
も
の
で
、

元
の
カ
ル
ト
ン
は
も
っ

と
色
彩
豊
か
に
仕
上
げ
ら

る
た
め
の
ゴ
ヤ
の
苦
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
(26)
。
当
初
の
構
図

で
は
背
景
の
色
調
を
暗
く
し
な
く
て
も
三
角
形
を
築
く
こ
の
中
心
集

団
に
視
線
が
集
中
す
る
が
、
左
手
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
構

図
が
崩
れ
た
た
め
、
舞
台
的
な
明
暗
表
現
で
遠
景
右
手
の
メ
ロ
ン
売

り
の
一
団
、
左
手
の
釣
人
を
暗
闇
に
包
み
、
近
景
を
際
立
た
せ
て
い

る
。
更
に
今
日
殊
に
明
暗
表
現
が
際
立
っ
て
見
え
る
の
は
ゴ
ヤ
自
身

の
着
色
法
に
よ
る
。
キ
ャ
ン
バ
ス
り
卜
塗
り
の
赤
レ
ン
ガ
色
に
加
え
、

ゴ
ヤ
は
ハ
イ
ラ
イ
ト
に
テ
ン
ペ
ラ
を
併
用
し
て
お
り、

ま
た
油
彩
を

る
。
従
っ
て
こ
の
記
述
に
あ
る
「
牛
車
を
引
く
ム
ル
シ
ア
人
」
の
姿
不
自
然
な
光
の
配
分
は
観
賞
者
の
視
点
を
ギ
タ
ー
弾
き
に
集
中
さ
せ

現
在
見
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
は
改
変
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
集
団
に
の
み
当
た
っ
て
い
る
光
の
舞
台
的
な
効
果
を
指
摘
し
、
こ
の

自
身
に
よ
る
作
品
に
つ
い
て
の
記
述
の
抜
粋
。
以
下
同
。

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
サ
ン
プ
リ
シ
オ
は
中
心

て
い
る
。

：・・:」

（「

」
内
は
、
作
品
納
入
の
際
添
え
ら
れ
た
ゴ

ヤ

の
並
ぶ
透
視
図
法
の
道
が
あ
り
、
地
平
線
と
雲
の
多
い
空
へ
と
続
い

の
カ
ル
ト
ン
の
深
み
の
あ
る
沈
ん
だ
色
調
は
こ
の
指
示
を
受
け
訂
正

て
お
り
、

そ
の
中
に
メ
ロ
ン
を
買
っ
て
い
る
姿
が
あ
る
。
家
と
工
場

よ」
(25
ノ
。
こ
の
指
示
が
改
変
の
理
由
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
日

に
な
る
よ
う
な
色
付
け
で
カ
ル
ト
ン
の
習
慣
に
従
っ
て
簡
単
に
せ

種
が
多
す
ぎ
る
。
も
っ
と
タ
ピ
ス
リ
ー
の
表
面
が
滑
ら
か
（
無
地
）

図
に
満
た
さ
れ
て

い
る
。
だ
が
、
色
が
複
雑
で
織
物
に
使
う
糸
の
色
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多
い

の
効
果
は
半
減
し
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
建
物
の
形
状
も

に
立
つ
人
物
を
頂
点
と
し
た
三
角
形
の
近
景
と
そ
の
背
景
に

曇
り
が
か
っ
た
遠
景
を
描
く
構
成
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
〉
の
よ
う
に
改
作
前
の
構
想
を
版
画
に
残
す

と
い
う
例
は
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
工
場
に
お
い
て
異
例
の
こ
と
で
あ

改
変
に
当
た
っ
て
加
え
ら
れ
た
情
景
に
不
似
合
い
な
木
と
釣
り
人

の
姿
は
ゴ
ヤ
の
始
め
の
連
作
に
あ
る
八
釣
り
人
＞
に
も
描
か
れ
て
お

り
、
突
然
の
改
変
に
当
た
り
挿
入
す
る
に
は
都
合
の
良
い
モ
チ
ー
フ

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
釣
り
人
は
ゴ
ヤ
以
前
に
も
バ
ル
ボ
ッ
サ
や
ゴ

ン
ザ
レ
ス
・
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
が
カ
ル
ト
ン
に
描
い
て
お
り
フ
ラ
ン
ド

ル
の
伝
統
を
引
く
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
左
手
に
高
木
が

加
わ
る
こ
と
に
ほ
り
、

ゴ
ヤ
が
書
簡
に
記
述
し
た
「
地
平
線
と
雲
の

シ
ェ
の
八
村
の
定
期
市
＞
員
3
]
の
建
物
を
頂
点
と
す
る
群
像
表
現

の
座
っ
た
婦
人
た
ち
、
そ
の
隅
に
同
じ
く
座
っ
た
老
女
、
そ
の
遠
く

我
先
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
よ
う
と
競
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に

描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
芝
居
掛
か
っ
た
表
現
に
つ
い
て
は
、
ソ
リ
ア
ー

ノ
が
ゴ
ヤ
の
八
マ
ハ
と
顔
を
覆
っ
た
男
達
＞
を
取
り
上
げ
指
摘
し
て

い
る
(28)
。
尚
こ
の
カ
ル
ト
ン
制
作
に
あ
た
っ
て
、
ゴ
ヤ
は
黒
人
（
水

売
り
）
の
頭
部
の
習
作
（
青
い
紙
に
黒
イ
ン
ク
、

0
.
1
7
0

x
 
0
.
2
7
0
m
)
 

八
瀬
戸
物
売
り

V
[図
4
]

る
一
人
の
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
人
、

そ
れ
を
買
お
う
と
選
ん
で
い
る
二
人

に
は
、
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
車
の
車
輪
を
見
て
い
る
二
人
の
紳
士
。

---i 

第
二
は
、

以
下
の
こ
と
を
描
写
し
て
い
る
。
瀬
戸
物
を
売

3
 
を
残
し
て
い
る
(29)
。

り
、
ゴ
ヤ
に
と
っ
て
も
唯
一
の
例
で
あ
る
。

地
面
）

近
景
の
人
物
達
は
あ
た
か
も
民
衆
的
な
衣
裳
に
身
を
包
ん
だ
役
者
が

引
く
牛
の
背
中
へ
と
三
角
形
の
線
を
引
き
継
ぎ
、
全
体
が
美
し
い
三

角
構
図
を
描
く
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
三
角
構
図
は
プ
ー

や
ゴ
ヤ
の
八
凧
上
げ
＞
の
画
面
手
前
に
張
り
出
し
た
舞
台
（
小
高
い

作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
は
中
心
集
団
に
当
た
る
光
の
方
向
と

い
て
テ
ィ
エ
沢
口
の
八
謝
肉
祭
＞
と
の
類
似
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
致
し
て
い
る
。

ヘ
ル
ト
は
こ
の
舞
台
的
な
光
の
表
現
と
構
成
に
つ

が
右
上
部
の
空
の
青
い
空
間
へ
と
解
放
す
る
新
し
い
画
面
の
動
き
を

黒
人
の
水
売
り
の
帽
子
と
背
負
っ
た
水
瓶
ヘ

ム
ル
シ
ア
人
の

改
変
に
よ
り
、
左
か
ら
斜
め
に
向
か
う
木
の
枝
と
建
物
の
屋
根
の
線

き
と
そ
の
歌
に
聴
き
入
る
集
団
の
馬
上
の
男
を
頂
点
と
し
て
、
右
は

の
と
思
わ
れ
る
十
字
架
の
立
っ
た
塔
が
淡
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

版
画
の
構
成
に
み
る
三
角
形
の
構
図
は
近
景
の
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾

カ
ル
ト
ン
に
お
い
て
は
三
角
屋
根
に
変
え
ら
れ
、
更
に
遠
く
に
教
会
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と
続
い
て
い
る
。
遠
景
へ
と
続
く
左
下
か
ら
の
斜
め
の
動
線
と
馬
車

し
た
ほ
か
し
、
光
の
表
現
に
見
ら
れ
る
厚
塗
り
等
、
他
の
作
品
に
共

者
の
背
中
か
ら
馬
車
、
二
人
の
馬
丁
の
頭
を
通
っ
て
遠
景
の
建
物
へ

な
カ
ル
ト
ン
と
な
っ
た
。

も
の
で
あ
り
、
技
術
と
構
成
力
に
裏
付
け
ら
れ
、
必
然
性
あ
る
構
図

ブ
リ
シ
オ
は
「
こ
の
日
付
に
納
入
さ
れ
た
作
品
の
中
で
最
も
優
れ
た

着
の
赤
と
御
者
の
上
着
の
緑
の
対
比
を
際
立
た
せ
る
色
彩
的
な
効
果

人
の
使
丁
、

そ
の
御
者
台
の
中
に
一
人
の
御
者
が
い
る
。

れ
て
、
群
集
と
建
物
が
見
え
る
。
…
・
:
」

さ
ら
に
離

こ
の
作
品
は
ゴ
ヤ
の
こ
の
連
作
の
中
で
最
も
有
名
で
あ
り
、

七
九
年
七
月
二
四
日
王
家
の
拝
謁
に
あ
ず
か
り
絶
賛
さ
れ
た
。

サ
ン

を
持
つ
作
品
で
あ
る
」
と
述
べ

(30)
、
ア
ル
ナ
イ
ス
は
特
に
こ
の
作
品

の
色
彩
に
関
し
「
調
和
し
た
対
比
（
補
色
）
に
基
づ
く
色
彩
の
驚
異
」

と
付
け
加
え
て
い
る
(31)
。
こ
こ
に
結
晶
す
る
ゴ
ヤ
の
巧
み
な
色
使

い
、
自
由
奔
放
な
筆
致
、
熟
練
し
た
描
写
力
、
天
性
の
空
間
意
識
が

生
ん
だ
複
合
的
な
構
図
に
よ
り
、
こ
の
作
品
は
生
命
感
溢
れ
る
見
事

こ
の
作
品
の
構
成
は
場
面
の
複
合
的
な
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
成
り

立
ち
、
各
々
が
効
果
的
に
作
用
し
合
っ
て
ジ
グ
ザ
グ
の
動
き
を
与
え

て
い
る
。
そ
の
動
き
は
左
手
前
の
瀬
戸
物
売
り
か
ら
客
で
あ
る
三
人

の
婦
人
（
内
一
人
は
老
女
）
、
馬
車
を
見
て
い
る
後
ろ
姿
の
二
人
の
男
、

御
者
の
背
中
へ
と
斜
め
に
奥
へ
と
繋
が
り
、
折
れ
て
逆
方
向
へ
、
御

一
七

そ
の
車
の
中
に
は
一
人
の
婦
人
が
見
え
、
後
ろ
に
二
人
の
馬
丁
と

ら
三
人
の
婦
人
へ
と
向
か
う
光
線
の
効
果
に
よ
り
、
こ
の
馬
車
の
横

断
は
邪
魔
で
は
な
く
、

む
し
ろ
作
品
に
躍
動
感
を
与
え
る
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
更
に
こ
の
作
品
の
光
線
は
斜
め
に
点
在
す
る
人
物
の

動
き
と
姿
勢
を
繋
ぎ
、
座
る
婦
人
の
衣
服
の
紺
と
黄
、
座
る
男
の
上

も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
画
面
に
異
彩
を
放
つ
座
る
男
の
燃
え
る
よ
う

な
赤
は
、
こ
こ
に
馬
車
を
引
く
馬
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
不
自

然
さ
を
解
決
す
る
た
め
、
ゴ
ヤ
が
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
て
配
置
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
ア
ル
ナ
イ
ス
は
指
摘
し
て
い
る
(32)
。
十
字
架

の
交
差
点
に
配
置
さ
れ
た
こ
の
赤
は
こ
の
作
品
の
構
図
上
の
意
図
を

知
る
鍵
で
あ
る
。
こ
の
鮮
や
か
な
赤
の
存
在
は
観
賞
者
の
視
線
を
馬

車
の
中
に
い
る
女
性
の
青
ざ
め
た
色
調
へ
向
け
る
第
三
の
動
線
を
生

み
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
動
線
が
交
錯
す
る
複
雑

な
構
図
は
ゴ
ヤ
が
カ
ル
ト
ン
時
代
を
通
じ
て
創
意
工
夫
を
続
け
た
空

間
の
奥
行
き
を
開
く
拡
張
し
た
遠
近
表
現
(33)
の
完
成
の
図
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
ゴ
ヤ
が
用
い
た
描
法
は
、
下
塗
り
が
未
乾
燥
の
う
ち
に
緩

く
解
い
た
顔
料
で
仕
上
げ
た
流
動
感
あ
る
早
描
き
、
下
塗
り
を
生
か

の
横
切
る
動
線
は
十
字
架
上
に
交
差
し
て
い
る
が
、
瀬
戸
物
売
り
か
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数
多
く
描
か
れ
て
い
た
「
物
売
り
、
市
場
の
露
天
商
」
の
系
列
に
属

し
て
い
る
。
だ
が
特
異
な
構
成
の
作
品
で
あ
る
た
め
他
作
品
と
の
比

較
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
描
か
れ
た
情
景
は
当
時
の
市
場
で
よ

く
見
か
け
る
日
常
的
な
光
景
で
あ
り
、
ゴ
ヤ
は
純
粋
に
か
つ
簡
潔
に

日
常
の
場
面
を
掴
み
と
っ
て
い
る
。

こ
こ

で
の
ゴ
ヤ
の
視
線
は
非
常

に
実
生
活
描
写
派
的
で
あ
り
、
単
に
楽
し
げ
で
活
気
に
満
ち
た
市
場

の
情
景
を
描
く
に
止
ま
ら
ず
、
上
流
階
級
と
無
産
階
級
の
区
別
や
若

い
女
性
と
老
婆
の
対
比
を
表
現
し
て
い
る
。

品
の
主
題
は
第
二
作
＾
マ
ド
リ
ッ
ド

の
市
＞
と
同
様
に
よ
く
好
ま
れ

＾
瀬
戸
物
売
り
＞
と
い
う
題
名
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
作

建
物
の
一
部
が
あ
る
。
…・:」

隊
を
描
い
て
い
る
。
夫
人
は
他
の
二
人
と
話
し
て
い
る
。
そ
の
二
人

「
…
…
第
三
の
カ
ル
ト
ン
は
、

一
人
の
夫
人
を
連
れ
た
一
人
の
兵

4
 

か
っ
た
色
調
に
見
え
る
。
し
か
し
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
影
響
と
思
わ
れ

る
生
命
感
あ
る
人
間
の
描
写
や
独
特
の
質
感
表
現
、
手
で
触
れ
ら
れ

そ
う
な
空
気
の
層
は
損
な
わ
れ
て
い
な
い
。
特
に
老
女
の
顔
の
表
情

は
オ
ス
ー
ナ
公
の
注
文
で

一
七
九
七
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
八
魔
女
の

集
会
＞
等
の
「
魔
女
」
の
類
型
に
通
ず
る
(34)
。
ま
た
瀬
戸
物
の
描
写

に
お
い
て
、

ゴ
ヤ
は
初
め
て
静
物
画
へ
の
知
識
の
深
さ
を
披
露
し
て

い
る
。
こ
こ
で
の
瀬
戸
物
の
表
現
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
静
物
画
の
伝
統

同
時
代
に
描
か
れ
た
同
主
題
の
作
品
と
比
べ
明
ら
か
に
こ
の
作
品

た
複
雑
な
構
成
に
よ
る
空
間
表
現
で
あ
る
。
八
瀬
戸
物
売
り
＞
の
持

つ
現
実
感
は
、
同
じ
街
の
一
場
面
を
描
い
た
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ョ
や
ラ

る
。
ゴ
ヤ
の
カ
ル

ト
ン
の
持
つ
こ
の
性
質
を
タ
ビ

ス
リ
ー
に
織
り
表

現
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く
、
こ
れ
が
職
エ
達
に
ゴ
ヤ
の
作
品
が

え
る
だ
ろ
う
。

A
軍
人
と
夫
人

V
[図
5
]

は
庭
の
通
路
に
い
る
。
前
述
の
夫
人
の
後
ろ
に
一
人
の
召
使
が
見
え

る
。
さ
ら
に
遠
く
離
れ
て
、
辺
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
二
人
の
男
と
、

貴
婦
人
と
男
性
が
庭
園
を
歩
く
と
い
う
画
題
は
典
型
的
な
ペ
テ
ィ

メ
ー
ト
ラ
（
フ
ラ
ン
ス
趣
味
の
ス
ペ
イ
ン
風
俗
）
を
描
い
た
画
題
「
散

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(35)
。

え
、
天
オ
の
妙
技
が
結
晶
し
た
―
つ
の
完
成
作
品
（
風
俗
画
）

4ヽ

と
し

こ
の
カ
ル
ト
ン
は
タ
ピ
ス
リ
ー
下
絵
と
し
て
の
本
来
の
目
的
を
超

不
人
気
で
あ
っ
た
最
大
の
理
由
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、

モ
ン
・
バ
イ
ユ
ー
の
作
品
に
は
全
く
見
出
せ
な
い
異
質
な
も
の
で
あ

豊
か
な
色
彩
は
今
日
で
は
赤
暗
色
に
落
ち
着
き
、
全
体
的
に
黄
味
が

が
異
色
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
原
因
は
、

ゴ
ヤ
が
こ
こ
に
完
成
さ
せ

通
す
る
ゴ
ヤ
独
自
の
手
法
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ジ
ャ
ミ
ー
ル
が
絶
賛
し
た
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一
第
五
の
カ
ル
ト
ン
は
、
扉
上
部
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

考
え
ら
れ
、
固
有
の
作
品
を
も
っ
て
影
響
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し

6

八
兵
隊
ご
っ
こ

V
[図
10]

ロ
の
み
な
ら
ず
ブ
ー
シ
ェ
も
描
い
て
お
り
こ
の
作
品
に
顕
著
な
舞

て
、
ゴ
ヤ
の
こ
の
カ
ル
ト
ン
と
非
常
に
似
て
い
る
。

を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
天
使
が
武
器
で
遊
ぶ
主
題
は
テ
ィ
エ
ポ

園

ル
マ
ラ
ー
ナ
荘
の
フ
レ
ス
コ
[
図
口
]
の
構
図
に
描
か
れ
ヽ
表
情
、
動

表
作
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
の
ボ
セ
ト
に
基
づ
い
て
ラ
モ

程
が
伺
え
る
(36)
。

異
な
る
。

し
か
し
ゴ
ヤ
の
作
品
は
散
歩
道
の
情
景
全
体
を

描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
散
歩
を
す
る
二
人
の
男
女
に
焦
点
を

合
わ
せ
て
描
い
て
い
る
点
が
典
型
的
な
「
散
歩
道
」
の
画
題
解
釈
と

そ
の
点
で
は
砂
し
ろ
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
描
い
た
ツ
ィ
ア
ニ
ー

ゴ
荘
の
フ
レ
ス
コ
画
[
図
，
]
に
近
い
よ
ぅ
に
思
え
る
o

ま
た
サ
ン
タ
o

バ
ル
バ
ラ
工
場
の
同
年
代
の
作
品
で
は
バ
イ
ユ
ー
の
カ
ル
ト
ン
が
公

の
一
部
と
し
て
登
場
し
た
ペ
テ
ィ
メ
ー
ト
ラ
を
情
景
の
一

部
と
し
て
扱
わ
ず
主
題
を
直
接
画
面
に
取
り
上
げ
て
い
る
点
に
お
い

兵
隊
帽
と
猟
銃
を
付
け
て
兵
隊
ご
っ
こ
を
す
る
二
人
の
子
供
、
別
の

主
題
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
こ
の
作
品
は
風
景
の
中
の
一
部
と
し
て

子
供
遊
び
を
描
く
フ
ラ
ン
ド
ル
の
絵
画
に
特
徴
的
な
構
成
を
用
い

ず、

三
、
四
人
の
天
使
が
戯
れ
る
ロ
コ
コ
絵
画
か
ら
着
想
さ
れ
た
と

か
ら
見
上
げ
る
装
飾
状
況
を
考
慮
し
て
子
供
達
は
や
や
短
縮
さ

れ
た
形
状
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ヘ
ル
ト
は
バ
ロ
ッ

ク
・
ロ
コ
コ
建
築
の
装
飾
の
構
成
と
の
比
較
を
試
み
、
「
舞
台
を
前
後

に
分
け
、
立
っ
て
い
る
子
供
を
中
央
に
置
き
、
後
の
二
人
は
伏
せ
て
、

舞
台
に
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
と
い
う
構
図
は
、
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
ヴ
ァ

き
、
姿
と
も
に
酷
似
し
て
い
る
」

(37)
と
テ
ィ
エ
ポ
ロ
と
の
類
似
点

台
的
構
図
の
影
響
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
の
流
入
が

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
た
子
供
の
体
型
は
フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル

思
わ
れ
る
構
成
で
子
供
達
に
焦
点
を
絞
っ
て
描
い
て
い
る
。

7
]

や
サ
ン
ト
ー
バ
ン
の
パ
リ
の
情
景
[
図
8
]
と
近
似
し
ヽ
影
響
の

6
]
で
あ
る
。

バ
イ
ユ
ー
の
作
品
は
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ロ
ー
の
版
画
[
図

ン
・
バ
イ
ユ
ー
が
カ
ル
ト
ン
を
制
作
し
た
八
デ
リ
シ
ア
ス
通
り
〉
[
図

ピ
ッ
ド
を
想
起
さ
せ
る
が
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
民
衆
の
遊
び
に
根
差
す

び
の
影
響
を
受
け
て
当
時
ス
ペ
イ
ン
で
盛
ん
に
描
か
れ
た
。

そ
の
代

子
供
の
軍
隊
遊
び
は
、
ヴ
ィ
ナ
ス
と
マ
ル
ス
に
描
か
れ
る
キ
ュ
ー

の
散
歩
道
の
情
景
は
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
コ
コ
の
貴
族
の
娯
楽
や
田
園
遊

ん
で
い
る
。
：
・
・
:
」

歩
道
（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
」
の
系
列
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
公
園

一
人
は
太
鼓
を
叩
い
て
お
り
、
も
う
一
人
は
フ
ェ
リ
ア
の
鐘
楼
で
遊
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し
た
。

ゴ
ヤ
の
こ
の
作
品
も
「
子
供
の
遊
び
」

の
系
統
に
属
す
。

ら
れ
る
際
、
カ
ル
ト
ン
の
は
っ
き
り
し
た
明
暗
表
現
、
勢
い
の
あ
る

に
続
く
主
題
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ル
イ

も
そ
も
庶
民
の
娯
楽
と
い
う
主
題
は
オ
ラ
ン
ダ
の
「
農
民
の
遊
び
」

生
活
を
描
い
た
タ
ピ
ス
リ
ー
に
近
似
し
た
散
漫
な
構
成
に
な
る
。
そ

な
り
、
広
い
空
間
に
様
々
な
要
素
を
配
置
す
る
フ
ラ
ン
ド
ル
の
農
民

の

に
座
り
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
マ
ン
ト
の
男
に
視
線
が
集
中
す

の
よ
う
な
主
役
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
舞
台
的
構
図
は
成
立
し
得
な
く

遊
び
を
構
成
し
て
い
る
。

i— 

か
ら
脱
し
て
い
る
。
ゴ
ヤ
の
独
創
性
は
競
技
の
展
開
さ
れ
る
場
所
と

り
を
し
て
い
る
人
々
、
ボ
ー
ル
の
行
方
を
眺
め
て
い
る
人
々
が
こ
の

な
動
作
の
連
携
に
よ
っ
て
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ル
イ
ス
の
静
止
的
感
覚

し
て
、

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
、
こ
の
試
合
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ

競
技
と
い
う
空
間
を
描
く
際
、
必
然
的
に
八
兵
隊
ご
っ
こ

V
[図
10]

ス
や
カ
リ
ェ
ー
ハ
に
よ
っ
て
「
子
供
の
遊
び
」

と
い
う
分
野
に
発
展

の
作
品
で
は
競
技
を
す
る
人
物
よ
り
も
む
し
ろ
手
前
で
眺
め
て
い
る

手
前
の
境
を
土
塀
が
斜
め
に
は
っ
き
り
と
決
め
て
い
る
と
い
う
こ
の

効
果
的
な
透
視
図
法
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
構
成
で
は
手
前
の
土
手

る
。
更
に
こ
の
作
品
の
面
白
い
点
は
タ
ピ
ス
リ
ー
に
織
ら
れ
る
時
こ

の
空
間
を
更
に
簡
略
化
し
、
斜
め
の
土
塀
の
遠
近
表
現
や
構
成
面
を

強
調
し
て
い
る
た
め
、
結
果
と
し
て
バ
イ
ユ
ー
風
な
新
古
典
主
義
的

作
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
(38)
。
こ
れ
は
タ
ビ
ス
リ
ー
に
織

人
物
達
の
方
が
主
役
で
あ
り
、
手
前
の
人
物
達
の
現
実
感
あ
る
様
々

人
の
姿
が
両
側
に
お
り
、
色
々
な
格
好
を
し
て
い
る
。
主
な
人
物
と

人
対
三
人
で
ゲ
ー
ム
を
し
て
お
り
、

そ
の
試
合
を
見
て
い
る
二
十
五

「
:
・
・
：
第
一
の
カ
ル
ト
ン
は
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
描
い
て
い
る
。

三

8

八
ペ
ロ
ー
タ
競
技

V
[図
12]

ロ
ー
タ
遊
び

V
[図
日
を
こ
の
構
成
で
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
構
成

遠
近
感
の
乏
し
い
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ヤ
は
前
例
に
従
い
横
長

の
両
面
を
上
下
に
分
け
て
い
る
が
、
左
手
前
か
ら
右
奥
へ
と
競
技
場

を
斜
め
に
置
き
、
こ
の
水
平
の
構
成
に
遠
近
感
を
加
え
て
い
る
。
こ

で
は
左
右
に
競
技
者
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
が
遊
び
の
姿
勢
で
静
止
し

に
す
ぎ
な
い
。

子
供
の
表
現
を
ゴ
ヤ
も
継
承
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る

リ
ー
の
伝
統
で
あ
っ
た
。
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ル
イ
ス
が
同
主
題
の
八
ペ

手
足
」
と
い
う
こ
の
特
徴
は
、
当
時
の
ロ
コ
コ
風
の
流
行
に
従
っ
た

の
子
供
達
の
系
統
に
も
近
く
、
「
歪
ん
だ
顔
、
丸
く
大
き
い
頭
、
短
い

に
切
り
、
近
景
に
競
技
者
遠
景
に
背
景
を
配
置
す
る
構
成
が
タ
ピ
ス

横
版
の
庶
民
の
遊
び
を
描
い
た
作
品
は
、
天
地
を
ほ
ぽ
二
分
の
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く
、
並
立
的
に
気
ま
ま
に
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
群

ペ
ロ
ー
タ
の
観
衆
は
競
技
自
体
と
関
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
る
男
の
衣
服
の
早
描
き
の
筆
致
や
、
部
分
的
な
厚
塗
り
に
ゴ
ヤ
独

特
の
着
色
法
が
見
て
取
れ
る
。

バ
コ
を
吸
う
男
の
マ
ン
ト
、
足
元
の
布
、
そ
の
左
隣
に
背
を
向
け
て

一
方
前
景
の
人
物
達
は
、
前
作
の
舞

台
的
表
現
に
通
ず
る
明
暗
の
際
立
っ
た
描
写
が
な
さ
れ
て
お
り
、
タ

で
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

表
現
を
「
色
調
の
柔
ら
か
さ
が
際
立
っ
て
お
り
、
絵
の
具
の
持
つ
生

重
ね
た
白
色
が
ま
だ
乾
か
な
い
う
ち
に
描
写
し
て
い
る
。
こ
の
霞
み

掛
か
っ
た
色
調
の
効
果
は
中
景
か
ら
遠
景
へ
と
続
く
大
気
の
存
在
を

感
じ
さ
せ
る
。
サ
ン
ブ
リ
シ
オ
は
中
景
か
ら
遠
景
に
か
け
て
の
こ
の

色
を
ゴ
ヤ
は
忘
れ
去
っ
て
い
る
」
と
絶
賛
し
て
い
る
(39)
。
ゴ
ヤ
が
こ

こ
で
見
せ
る
技
法
は
、
下
塗
り
の
色
を
白
色
で
薄
め
た
上
に
直
接
色

で
輪
郭
線
を
描
か
ず
、
ぽ
か
し
の
手
法
を
駆
使
し
て
併
置
し
た
色
の

対
比
の
硬
さ
を
和
ら
げ
、
重
ね
た
絵
の
具
を
調
和
さ
せ
溶
か
し
込
ん

ゴ
ヤ
は
思
い
切
っ
て
主
題
の
競
技
者
を
中
景
に
置
き
、
下
塗
り
に

カ
ル
ト
ン
の
原
色
が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
に
反
比
例
し
て
土
塀
の
重
要

性
と
構
固
が
タ
ピ
ス
リ
ー
特
有
の
輪
郭
線
で
強
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る。 筆
致
、
鮮
や
か
な
色
調
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
大
い
に
関
係
が
あ
り

衆
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
ペ
ロ
ー
タ
の
観
衆
の
勝
手
な
行
動
の
一
っ

―
つ
は
、
乞
食
や
カ
ー
ド
遊
び
を
描
い
た
北
部
イ
タ
リ
ア
の
チ
ッ
ペ

ル
、
チ
ェ
ル
ー
テ
ィ
等
の
風
俗
画
に
も
見
出
さ
れ
る
(
4
0
)
。
イ
タ
リ
ア

ス
ペ
イ
ン
人
は
そ
れ
ら
の
主
題
を
ス
ペ
イ
ン
的
環
境
（
マ
ヒ
ス
モ
）

「
…
…
ま
た
別
の
も
の
は
、
仔
牛
を
牽
制
す
る
四
人
の
男
性
を
描

い
て
い
る
。

一
人
は
パ
ー
チ
を
牛
に
当
て
て
お
り
、
も
う
一
人
は
慣

れ
た
手
つ
き
で
マ
ン
ト
を
持
っ
て
牧
場
の
中
に
い
る
。
ま
た
、
別
の

こ
の
作
品
の
中
で
マ
ン
ト
で
闘
牛
を
す
る
人
物
が
ゴ
ヤ
の
自
画
像

で
あ
る
と
、
多
く
の
美
術
史
家
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
(41)
。

場
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
闘
牛
」
と
い
う
主
題
は
、
純
粋
に
ス
ペ
イ
ン
的
な
主
題
と
し
て
登

一
七
七
七
年
に
ラ
モ
ン
・
バ
イ
ユ
ー
が
初
め

て
カ
ル
ト
ン
に
描
い
て
い
る
[
図
巳
o

こ
の
時
代
に
闘
牛
の
形
式
が
成

立
し
た
と
い
う
文
化
的
背
景
と
、
絵
画
に
お
い
て
こ
の
主
題
が
選
ば

れ
始
め
た
と
い
う
事
実
が
一
致
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

塀
越
し
に
覗
い
て
い
る
人
々
が
い
る
。
…
」

二
人
が
こ
ち
ら
に
来
て
い
る
。

さ
ら
に
遠
く
か
ら
、

そ
の
娯
楽
を
土

11

＾
仔
牛
で
の
闘
牛

V
[図
14]

の
中
に
写
し
描
い
た
の
で
あ
る
。

の
風
俗
画
は
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
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か
っ
た
事
情
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
(43)
。
し
か
し
、
雑
な
仕
上
が
り

一
七
八

0
年
一
月
に
急
逮
十
一
点
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ば
れ
た
主
題
は
王
室
の
好
み
、

ひ
い
て
は
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
美
術
界

登
り
を
す
る
子
供
＞
は
「
隅
用
装
飾
」
と
い
う
縦
に
細
長
い
寸
法
の

作
品
で
あ
る
。
ま
た
第
十
七
作
か
ら
第
二
十
作
の
四
点

A
薪
取
り
人

夫

V
Aギ
タ
ー
を
弾
く
マ
ホ

V
A待
ち
合
わ
せ

V
A医
者
＞
は
共
通

し
て
色
数
が
少
な
く
、
大
ま
か
な
筆
遣
い
で
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

サ
ン
ブ
リ
シ
オ
は
「
こ
の
四
点
は
、
こ
の
連
作
の
前
作
品
の
中
で
も

粗
雑
な
仕
上
が
り
の
も
の
」
と
明
言
し
て
い
る

(42)
。
こ
れ
は
お
そ
ら

＜
 

は
上
層
部
か
ら
指
定
さ
れ
た
主
題
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
選

従
っ
て
こ
の
タ
ピ
ス
リ
ー
の
た
め
の
カ
ル
ト
ン
に
お
い
て
も
、
ゴ
ヤ

こ
の
作
品
は
近
景
の
生
き
生
き
と
し
た
動
き
の
あ
る
表
現
が
際
立
っ

て
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ

ス
風
の
早
描
き
の
筆
致
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
効
果
で
あ
る
。
ラ
モ

ン
・
バ
イ
ユ
ー
の
均
質
に
薄
い
茶
系
で
押
さ
え
ら
れ
た
静
的
な
作
品

か
ら
は
荒
々
し
く
活
動
的
な
闘
牛
の
場
面
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
バ

イ
ユ
ー
の
描
く
人
々
は
大
袈
裟
な
動
作
で
静
止
し
て
い
る
。
そ
れ
に

比
べ
、
ゴ
ヤ
は
明
暗
表
現
を
効
果
的
に
用
い
、
臨
場
感
あ
る
作
品
に

仕
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

二
十
点
の
内
、
第
十
二
作
＾
子
犬
＞
、
第
十
三
作
＾
泉
＞
の
カ
ル

ト
ン
は
現
存
し
な
い
。
第
十
五
作
＾
小
鳥
と
子
供
＞
、
第
十
六
作
八
木

ラ
モ
ン
・
バ
イ
ユ
ー
の
同
主
題
の
作
品
と
比
較
す
る
と
、
ゴ
ヤ
の

容
、
ゴ
ヤ
の
主
題
解
釈
に
つ
い
て
、
第
三
の
連
作
全
体
の
主
題
選
択

の
背
景
（
源
泉
）
と
い
う
見
地
か
ら
総
括
し
、
こ
の
時
期
に
現
れ
始

め
た
ゴ
ヤ
の
独
創
性
を
技
法
面
の
み
な
ら
ず
、
ゴ
ヤ
の
視
点
、
主
題

解
釈
か
ら
も
見
出
し
ま
と
め
た
い
。

十
九
世
紀
末
以
降
の
ス
ペ
イ
ン
美
術
史
家
の
研
究
に
よ
り
、
当
時

王
室
に
よ
る
タ
ピ
ス
リ
ー
の
注
文
に
際
し
、
公
的
な
書
簡
を
介
し
て

主
題
（
描
写
内
容
）
が
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

(
1
)
主
題
の
源
泉
と
ゴ
ヤ
の
主
題
解
釈

こ
こ
で
は
、
第
二
章
第
三
節
に
お
い
て
個
々
に
考
察
し
た
主
題
内

4
ス
〇

4
 

第
三
章

第
三
の
連
作
、
主
題
の
源
泉
と
ゴ
ヤ
の
独
創
性

森
ゞ

澪

と
指
摘
さ
れ
た
こ
の
大
胆
な
手
法
に
よ
り
、
明
暗
表
現
が
際
立
っ
て

お
り
、
こ
の
作
品
は
ゴ
ヤ
独
特
の
演
劇
的
な
空
間
を
築
い
て
い
る
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人
＞
、
農
民
の
日
常
生
活
に
入
る
第
十
作
八
洗
濯
女
達
＞
、
第
十

の
主
題
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
同
じ
娯
楽
の
中
で
も
「
子
供
の
遊
び
」

お
い
て
は
狩
猟
画
の
系
列
に
入
る
第
十
四
作
八
タ
バ
コ
密
輸
監
視
生
活
風
景
の
一
部
と
し
て
登
場
し
、
洗
擢
女
や
釣
人
の
よ
う
に
単
独

主
題
の
系
統
を
ひ
く
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
第
三
の
連
作
に

踊
り
や
ト
ラ
ン
プ
遊
び
と
い
っ
た
民
衆
の
娯
楽
も
同
じ
く
農
民
の

。

よ
ネ
ノ

列
と
い
え
る
が
、
「
街
の
物
売
り
」
と
八
洗
濯
女
達
〉
八
薪
取
り
人

承
し
発
展
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ゴ
ヤ
が
手
掛
け
た
カ
ル
ト
ン
の
主

と
い
う
意
味
で
は
「

C
・
マ
ド
リ
ッ
ド
の
職
業
人
」
（
後
述
）
と
同
系

に
‘
 ス
ペ
イ
ン
の
タ
ピ
ス
リ
ー
の
主
題
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
伝
統
を
継

ピ
ス
リ
ー
工
場
を
設
立
し
た
。
こ
の
設
立
の
経
緯
か
ら
分
か
る
よ
う

リ
ペ
五
世
は
王

の
タ
ピ
ス
リ
ー
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
か
ら
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ゴ
テ
ン
一
家
を
呼
び
寄
せ
、

王
立
タ

題
も
多
く
は
こ
の
フ
ラ
ン
ド
ル
か
ら
の
伝
統
に
従
い
ス
ペ
イ
ン
の
タ

ピ
ス
リ
ー
工
場
で
制
作
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
の
連
作
に

あ
る
狩
猟
画
、
第
二
の
連
作
の
庶
民
の
娯
楽
も
フ
ラ
ン
ド
ル
か
ら
の

人
や
釣
人
の
姿
、

踊
る
村
人
達
、
洗
濯
を
す
る
女
達
、

ト
ラ
ン
プ
を

す
る
男
達
と
い
う
主
題
を
ま
と
め
て
描
い
て
い
る
。
こ
う
い
う
部
分

的
な
モ
チ
ー
フ
を
独
立
し
て
描
い
た
の
は
バ
イ
ユ
ー
や
カ
ス
テ
ィ
ー

リ
ョ
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
「
職
業
人
」

夫
＞
八
医
者
＞
は
根
本
的
に
主
題
の
生
ま
れ
た
背
景
が
違
う
と
い
え

王
位
継
承
戦
争
で
ス
ペ
イ
ン
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
失
い

フ
ェ

リ
エ
ー
ハ
の
作
品
で
は
、
例
え
ば
広
い
空
間
の
中
に
羊
を
連
れ
た
牧

か
ら
の
影
響
）
狩
猟
、
農
民
の
日
常
生
活
、
民
衆
の
娯
楽

ル
ト
ン
に
部
分
的
に
登
場
し
た
主
題
で
あ
る
。

ウ
ァ
ッ
ス
や
カ

A
・
ス
ペ
イ
ン
の
タ
ビ
ス
リ
ー
工
場
の
伝
統
的
主
題
（
フ
ラ
ン
ド
ル

中
に
細
か
く
描
く
と
い
う
俯
廊
図
的
構
成
で
、
当
初
ス
ペ
イ
ン
の
カ

置
い
て
情
景
を
広
く
と
ら
え
、
農
民
や
牧
人
と
い
う
村
人
を
背
景
の

゜

す
る

農
民
の
日
常
生
活
に
含
め
た
主
題
は
、

て
視
点
を
高
い
位
置
に

で
あ
る
と
考
え
る
。
第
三
の
連
作
の
主
題
を
三
項
目
に
分
類
し
考
察
供
＞
が
あ
る
。

響
関
係
か
ら
ゴ
ヤ
第
三
の
連
作
の
主
題
の
源
泉
を
探
っ
て
い
く
こ
と

八
作
八
ペ
ロ
ー
タ
競
技

V
[図
12]
、
第
十
六
作
八
木
登
り
を
す
る
子

う
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
は
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
美
術
の
影

及
び

タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
の
傾
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

作
八
泉
＞
、
第
十
七
作
八
薪
取
り
人
夫
＞
、
第
二
十
作
八
医
者
＞
、

民
衆
の
娯
楽
・
子
供
の
遊
び
の
第
六
作
八
兵
隊
ご
っ
こ

V
[図
10]
、
第

- 97 



子
供
の
姿
を
感
じ
さ
せ
る
。
＾
兵
隊
ご
っ
こ
＞
に
限
ら
ず
、

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

フ
ラ
ン
ド
ル
の
作
品
か
ら
の
直
接
の
影
響
は
タ
ピ
ス

た
ブ
ー
シ
ェ
に
お
い
て
、

J

の
平
民
趣
味
の
主
題
は
舞
台
空
間
に
登

伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
は
八
ペ
ロ
ー
タ
競
技
＞
と
い
え
よ
う
。

背
景
に
平
民
趣
味
の
絵
画
へ
と
発
展
し
た
。
舞
台
装
飾
家
で
も
あ
っ

に
フ
ラ
ン
ド
ル
の
影
響
下
に
発
展
し
た
ス
ペ
イ
ン
・
タ
ピ
ス
リ
ー
の

ゴ
ヤ
の

主
題
解
釈
に
よ
る
構
図
は
多
分
に
テ
ィ
エ
ポ
ロ
や
プ
ー
シ
ェ
の
舞
台

的
構
成
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
風
景
の
中
に
人
物
が
点
在
す
る
と

い
う
ス
ペ
イ
ン
の
カ
ル
ト
ン
に
見
ら
れ
る
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
な
い

そ
う
い
う
意
味
で
は
ゴ
ヤ
の
民
衆
の
娯
楽
の
中
で
純
粋

ラ
ス
ケ
ス
な
ど
の
ス
ペ
イ
ン
人
画
家
達
の
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
、

ピ
ス
リ
ー
工
場
の
伝
統
的
主
題
は
発
展
し
継
承
さ
れ
、

に
至
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

B
・
ロ
コ
コ
趣
味
の
主
題
、

十
七
世
紀
、

田
園
遊
び
、
平
民
趣
味

ワ
ト
ー
に
よ
り
創
始
さ
れ
た
、
牧
歌
的
、

夕

ゴ
ヤ
の
時
代

田
園
的
情

風
へ
の
反
動
と
し
て
現
れ
た
画
題
で
あ
る
。
そ
の
後
十
八
世
紀
に

な
っ
て
、

ワ
ト
ー
の
築
い
た
牧
歌
的
な
田
園
遊
び
の
画
題
は
貴
族
の

庶
民
風
な
趣
味
（
庶
民
の
服
装
を
真
似
、
自
然
に
親
し
む
傾
向
）
を

歴
史
画
や
宗
教
画
を
至
高
の
も
の
と
す
る
当
時
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
画

景
で
の
貴
族
の
宴
（
フ
ェ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
ン
ト
）

と
い
う
主
題
は
、

て
お
り
、
農
村
の
子
供
と
い
う
よ
り
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
都
会
的
な

構
図
に
近
く
、
子
供
達
に
焦
点
を
絞
っ
て
舞
台
的
な
表
現
で
描
か
れ

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
＾
兵
隊
ご
っ
こ
＞
は
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
の
戯
れ
の

隊
ご
っ
こ
＞
は
同
じ
子
供
の
遊
び
と
い
っ
て
も
系
列
が
若
干
異
な
る

八
木
登
り
を
す
る
子
供
＞
は
馬
跳
び
の
姿
勢
に
近
い
。
し
か
し

A
兵

の
連
作
の
中
の
八
ペ
ロ
ー
タ
競
技
＞
は
間
違
い
な
く
球
技
で
あ
り
、

更
に
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ル
イ
ス
、

カ
リ
ェ
ー
ハ
、

ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ヴ
ェ

ヘ
ル
ト
の
考
察
に
お
い

て
も
「
子
供
の
遊
び
」
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
農
民
の
遊
び
の
伝
統
か
ら

発
展
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
一
項
目
を
特
別
に
割
い
て
い
る
(45)
。
子

供
の
遊
び
の
種
類
は
ほ
ぼ
確
定
し
て
お
り
、
ペ
ロ
ー
タ
遊
び
（
球
技
）
、

ボ
ー
リ
ン
グ
、
馬
跳
び
、
縄
跳
び
、
鬼
ご
っ
こ
が
確
認
さ
れ
る
。
こ

題
を
選
び
、
昔
か
ら
の
構
成
に
似
せ
て
カ
ル
ト
ン
を
描
か
せ
て
い
た

と
い
う
事
情
は
十
分
推
測
で
き
る
。
こ
れ
は
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
エ

場
設
立
当
時
、

フ
ラ
ン
ド
ル
の
タ
ピ
ス
リ
ー
に
類
似
し
た
作
品
を

ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
に
制
作
さ
せ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

に
独
立
し
た
主
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

職
人
の
技
術
面
の
制
約
か
ら
フ
ラ
ン
ド
ル
時
代
に
織
ら
れ
て
い
た
主

は
比
較
的
早
い
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ル
イ
ス
や
カ
リ
ェ
ー
ハ
の
カ
ル
ト
ン

リ
ー
工
場
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
織
物
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ゴ
ヤ
の
こ
の
連
作
に
お
い
て
具
体
的
に
指
摘
で
き
る
こ
の
ロ
コ
コ

様
に
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
コ
コ
の
代
表
的
な
画
題
を
ス
ペ
イ
ン
に
置
き
換

は
偶
然
に
も
一
致
し
て
い
る
。

様
子
を
残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。
こ
の

革
時
代
と
、

ゴ
ヤ
や
バ
イ
ユ
ー
が
こ
の
主
題
を
依
頼
さ
れ
た
時
代
と

マ
ド
リ
ッ
ド
の
庶
民
臭
さ
を
感
じ

さ
せ
る
様
子
で
あ
る
。
田
園
遊
び
の
情
景
の
一
部
分
と
し
て
登
場
す

る
題
材
で
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
こ
の
系
列
に
入
れ
た
八
子
犬
＞

八
小
鳥
と
子
供
＞
の
人
物
達
の
方
が
む
し
ろ
フ
ラ
ン
ス
の
ロ
コ
コ
風

カ
ル
ロ
ス
三
世
が
近
代
化
を
目
指
し
て
フ
ラ
ン
ス
風
を
強
舒
し
た
改

て
、
王
家
が
ブ
ル
ボ
ン
の
家
系
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が

王
室
に
こ
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
画
題
が
好
ま
れ
た
大
き
な
理
由
と
し

さ
え
貴
族
風
の
優
雅
さ
は
な
く

く
制
作
し
た
と
い
う
事
実
は
明
ら
か
な
矛
盾
で
あ
ろ
う
。

ス
ペ
イ
ン

と
い
う
、
ま
さ
に
ロ
コ
コ
風
な
主
題
の
八
待
ち
合
わ
せ
＞
の
女
性
で

リ
ー
工
場
で
、

メ
ン
グ
ス
の
時
代
に
ロ
コ
コ
風
の
主
題
を
好
ん
で
多

あ
る
優
美
で
繊
細
な
色
気
は
な
い
。
夕
暮
れ
の
戸
外
で
恋
人
を
待
っ

か
ら
の
伝
統
の
狩
猟
画
や
農
民
の
生
活
を
画
題
と
し
て
い
た
タ
ピ
ス

ミ
ー
側
の
動
向
に
よ
り
、

理
論
的
な
新
古
典
主
義
が
奉
じ
ら
れ
た
わ

ス
が
芸
術
監
督
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
フ
ラ
ン
ド
ル

び
に
不
可
欠
な
道
化
の
八
ギ
タ
ー
弾
き
＞
を
粋
な
マ
ド
リ
ッ
ド
の
伊

達
男
と
し
て
描
い
た
。
与
え
ら
れ
た
題
名
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

伝
統
を
引
く
無
邪
気
な
子
供
達
の
姿
に
は
、

ワ
ト
ー
の
描
く
人
物
に

ヤ
の
土
臭
く
荒
っ
ぽ
い
マ
ホ
や
マ
ハ

フ
ラ
ン
ド
ル
の
子
供
遊
び
の

け
で
あ
る
。
同
時
期
ス
ペ
イ
ン
で
は
新
古
典
主
義
の
理
論
家
メ
ン
グ

ゴ

降
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
こ
の
平
民
風
な
低
俗
な
傾
向
を
正
す
ア
カ
デ

実
的
に
貴
族
の
子
供
の
遊
び
の
風
景
に
仕
上
げ
、

ワ
ト
ー
の
田
園
遊

区
別
な
く
、
情
景
を
ス
ペ
イ
ン
に
闘
き
換
え
て
展
開
し
て
い
る
。
以

は
八
ブ
ラ
ン
コ
遊
び
＞
を
恋
人
の
戯
れ
の
情
景
で
は
な
く
、
よ
り
現

ン
に
お
け
る
こ
の
主
題
は
フ
ェ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
ン
ト
も
平
民
趣
味
も
あ
り
、
ワ
ト
ー
作
の
同
主
題
の
も
の
が
対
比
で
き
る
。
し
か
し
ゴ
ヤ

遅
れ
て
こ
の
新
し
い
ロ
コ
コ
の
傾
向
を
受
け
継
い
だ
た
め
、

ス
ペ
イ

コ
遊
び
＞
八
ギ
タ
ー
を
弾
く
マ
ホ
＞
は
田
園
遊
び
の
典
型
的
主
題
で

場
す
る
平
民
の
衣
裳
を
身
に
着
け
た
役
者
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
。
従
っ
て
厳
密
に
い
え
ば
、

ギ
ャ
ラ
ン
ト
）

ワ
ト
ー
の
田
園
遊
び

と
ブ
ー
シ
ェ
の
頃
の
平
民
趣
味
と
は
時
代
も
内
容
も

様
子
を
違
え
る
。

（
フ
ェ
ー
ト
・

し
か
し
ス
ペ
イ
ン
は
前
世
紀
か
ら
の
流
れ
に
一
歩

車
で
遊
ぶ
子
供
達
＞
、
第
九
作
八
ブ
ラ
ン
コ
遊
び
〉
、
第
十
二
作
八
子

マ
ホ
〉
、
第
十
九
作
八
待
ち
合
わ
せ
＞
の
六
点
で
あ
る
。
八
ブ
ラ
ン

犬
＞
、
第
十
六
作
八
小
鳥
と
子
供
＞
、
第
十
八
作
八
ギ
タ
ー
を
弾
く

風
な
主
題
は
、
第
四
作
八
軍
人
と
夫
人

V
[図
5
]
、
第

7
作
八
手
押
し
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（
フ
ラ
ン
ス
趣
味
の
ス
ペ
イ
ン
人
風
俗
）
を
描
い
た
画
祖

と
い
う
画
起
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
タ
ピ
ス
リ
ー
に
叫
嬰
的
な
ペ
テ
ィ

粋
主
義
者
で
あ
る
。
こ
の
椋
な
版
画
に
よ
る
影
響
が
顕
著
な
、
上
題
及

な
街
の
売
り
子
（
娘

と
い
う
主
題
は
、
フ
ァ
ン
・
デ
・
ラ
・
ク
ル

ド
リ
ッ
ド
や
マ
ホ
や
マ
ハ
の
衣
裳
に
関
す
る
版
画
集
を
制
作
し
た
国

や
公
園
の
情
景
を
伝
え
て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン
に
も
ど
っ
て
か
ら
は
マ

自
身
に
よ
る
パ
リ
風
の
版
画
集
が
マ
ド
リ
ッ
ド
に
輸
入
さ
れ
た
と
い

う
事
で
あ
る
祠
）
。
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
は
当
時
の
パ
リ
の
街
の
物
売
り

び
構
図
を
持
つ
作
品
は
バ
イ
ユ
ー
や
ア
ギ
コ
イ
ー
レ
に
よ
る
「
散
歩

道
（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
」
と
い
え
る
。
貴
婦
人
と
児
性
が
庭
闊
を
歩
く

メ
ー
ト
ラ

物
売
り
と
い
う
系
列
で
八
マ
ド
リ
ッ
ド
の
市
〉
八
瀬
戸
物
売
り
＞

ラ
・
ク
ル
ス
に
よ
っ
て

な
作
品
は
ス
ペ
イ
ン
の
両
家
達
の
目
に
触
れ
た
は
ず
で
あ
り
、

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
パ
リ
に
留
学
し
て
い
た
フ
ァ
ン
・
デ
・

フ
ラ
ン
ス
の
版
画
及
び
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス

市
＞
第
三
作
八
瀬
戸
物
売
り

V
[
図
4
]
、
第
五
作
八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る

第
十
一
作
八
仔
牛
で
の
闘
牛
＞
〔
図
M
]

が
こ
の
項
目
に
屈
す
。

八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る
娘
＞
の
三
点
を
ま
と
め
た
が
、
厳
密
に
い
う
と

八
マ
ド
リ
ッ
ド
の
市
＞
八
瀬
戸
物
売
り

v>と
八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る

娘
＞
と
は
源
泉
を
1

共
に
す
る
。
八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る
娘
＞
．
に
典
型
的

ス
の
伝
え
る
パ
リ
の
街
の
物
売
り
や
公
園
の
情
景
に
根
差
し
、
「
散
歩

道
（
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
）
」
と
の
関
迎
が
深
い
。

ゴ
ヤ
に
よ
っ
て
焦
点
を

当
て
拙
か
れ
た
八
ア
セ
ロ
ラ
を
売
る
娘
＞
は
、

そ
も
そ
も
が
散
歩
道

の
情
殿
の
一
部
分
と
し
て
拙
か
れ
て
い
た
物
売
り
の
姿
か
ら
出
発
し

娘
＞
、
街
の
情
景
を
描
い
た
第
一
作
八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き

V
[
図
l

れ
て
い
る
と
い
う
。
同
時
に
、
史
に
興
味
深
い
事
実
が
ヘ
ル
ト
に
よ
っ

イ
ン
王
室
の
版
圃
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
幾
ら
か
の
研
究
も
な
さ

の
連
作
で
は
、
街
の
物
売
り
を
拙
い
た
第
二
作
八
マ
ド
リ
ッ
ド
の

ス
ペ

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
主
題
の
影
薯
を
探
る
上
で
、

お
い
て
ロ
コ
コ
の
風
俗
画
が
版
画
に
闘
作
さ
れ
広
く
各
国
に
流
布
し

て
い
た
と
い
う
事
実
に
注
目
し
た
い
。

ワ
ト
ー
や
ブ
ー
シ
ェ
の
有
名

様
々
な
影
警
を
吸
収
し
ス
ペ
イ
ン
独
自
の
主
題
と
し
て
発
展
し
た

の
が
こ
の
マ
ド
リ
ッ
ド
の
民
衆
達
の
日
常
風
景
で
あ
る
。
こ
の
第
三

C
・
マ
ド
リ
ッ
ド
の
職
業
人
、
街
の
物
売
り
、
街
の
情
景

フ
ラ
ン
ス
に

ヤ
に
と
っ
て
幸
い
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

い
て
制
作
さ
れ
た
版
画
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

針
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て

い
わ
ば
国
粋
主
義
的
な
こ
の
方
針
が
ゴ

ロ
コ
コ
の
貴
族
の
娯
楽
や
田
園
遊
び
の
影
響
の
も
と
フ
ラ
ン
ス
に
お

え
て
表
現
す
る
と
い
う
画
題
解
釈
は
サ
ン
タ
・
バ
ル
バ
ラ
工
場
の
方

ゞてヽ
あ
り

ゴ
ヤ
の
八
軍
人
と
夫
人
＞
の
主
題
の
源
泉
も
フ
ラ
ン
ス
・
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も
広
告
張
り
や
ミ
ル
ク
売
り
の
姿
を
版
画
に
残
し
て
い
る
。
こ
こ
に

ピ
ー

パ
リ
の
市
井
を
描
い
た
ブ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
、
ル
。
フ
リ
等

ラ
・
ク
ル
ス
の
サ
イ
ネ
ー
テ

る゚

戯
曲
）
に
当
時
の
雰
囲
気
が
伝
え
ら

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
版
画
家
ゾ
ン

聘
さ
れ
て
い
た
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ス
の
版
画
に
あ
る
ナ
ポ
リ
の
職
人

達
の
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
描
か
れ
た
街
の
広
告
張
り
や
売
り
子
が
挙
げ

む
き
出
し
に
し
た
マ
ホ
・
マ
ハ
達
で
あ
り
、

八
仔
牛
で
の
闘
牛
＞
に

て
ゴ
ヤ
が
描
い
た
人
物
達
は
、
当
時
の
国
粋
主
義
的
な
民
族
感
情
を

し

ス
ペ
イ
ン
の
直
接
の
影
響
と
し
て
は
、

一
時
期
ス
ペ
イ
ン
に
招

よ
う
な
マ
ド
リ
ッ
ド
の
生
き
生
き
と
し
た
日
常
の
一
場
面
を
瞬
時
に

実
を
描
い
た
作
品
に
直
接
の
影
響
が
窺
え
る
。

イ
タ
リ
ア
北
部
の
貧

の
視
線
が
八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
＞
に
共
通
す
る
こ
と
は
先
に
触
れ

た
。
ま
た
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
に
は
フ
ラ
ン
ス
版
画
の
構
医
、
街
の
群

衆
の
構
成
法
の
影
響
が
見
ら
れ
、
ブ
ー
シ
ェ
の
八
村
の
定
期
市

V
[図

3
]
と
の
共
通
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
も
石
エ

や
街
の
物
売
り
、
旅
芸
人
と
い
っ
た
職
業
人
を
描
い
た
作
品
が
存
在

そ
れ
ら
の
版
画
を
通
し
て
ス
ペ
イ
ン
に
上
陸
し
た
主
題
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

内
で
は
、

ス
ペ
イ
ン
国

カ
ル
ロ
ス
三
世
の
フ
ラ
ン
ス
的
な
近
代
化
改
革
へ
の
国
民

的
反
仏
感
情
を
背
景
に
し
て
、
独
特
の
ス
ペ
イ
ン
的
文
化
を
形
成
し

こ
の
視
線
は
八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
＞
八
瀬
戸
物
売
り
＞
と
い
う
こ

主
題
を
街
の
情
景
の
中
に
生
き
生
き
と
表
現
し
、
こ
こ
に
は
マ
ホ
の

姿
の
ゴ
ヤ
自
身
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
主
題
の
作
品
に
お
い

お
い
て
自
身
を
登
場
さ
せ
て
い
る
点
が
実
に
意
味
深
い
と
思
わ
れ

マ
ホ
・
マ
ハ
の
風
俗
や
日
常
生
活
に
つ
い
て
は
、
ラ
モ
ン
・
デ
・

る
。
ま
た
八
仔
牛
で
の
闘
牛
＞
で
は
ス
ペ
イ
ン
独
自
の
闘
牛
と
い
う

の
連
作
の
中
で
も
傑
作
と
評
価
の
高
い
作
品
に
お
い
て
顕
著
で
あ

観
察
眼
を
持
っ
て
解
釈
し
た
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
に
も
現
れ
て
い
る
。

民
や
働
く
庶
民
を
題
材
に
し
た
版
画
や
小
人
を
描
く
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス

な
貴
族
の
庶
民
趣
味
へ
の
反
発
が
、
働
く
庶
民
の
主
題
を
風
刺
的
な

よ
う
と
い
う
国
粋
主
義
の
気
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

ロ
コ
コ
風

働
く
人
間
の
主
題
は
イ
タ
リ
ア
版
画
に
見
ら
れ
る
庶
民
生
活
の
現

捕
ら
え
た
作
品
群
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
画
題
が
描
か
れ
始
め
た
頃
、

が
強
く
、
砂
し
ろ
八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
〉
八
仔
牛
で
の
闘
牛
＞
の

一
方
八
マ
ド
リ
ッ
ド
の
市
＞
八
瀕
戸
物
売
り
＞
は
群
倣
と
い
う
特
色

く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ョ
、
バ
イ
ユ
ー
以
降
で
あ
る
。

俗
画
に
闊
を
発
し
、
北
部
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に
継
承
さ
れ
た
。

て
い
る
。
公
園
や
街
角
の
情
景
の
一
部
か
ら
独
立
し
て
物
売
り
を
描
挙
げ
た
一
連
の
働
く
庶
民
と
い
う
主
題
は
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
風
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な
ど
当
時
の
カ
ル
ト
ン
作
家
達
の
カ
ル
ト
ン
は
、
そ
の
丁
寧
な
筆
致

く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ョ
、
ラ
モ
ン
・
バ
イ
ユ
ー

ゴ
ヤ
の
技
法
が
い
か
に
自
由
奔
放
で
職
工
泣
か
せ
で
あ
っ
た
か
は
良

し
て
活
動
し
、

工
場
の
監
督
下
に
お
か
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、
工
場

側
の
主
題
選
択
、
タ
ピ
ス
リ
ー
向
け
の
構
成
、
着
色
と
い
っ
た
制
約

の
も
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
制
約
下
に
あ
り
な
が
ら
、

ゴ
ヤ
は
こ
の
タ
ピ
ス
リ
ー
下
絵
作
家
時
代
、

バ
イ
ユ
ー
の
弟
子
と

に
お
い
て
ゴ
ヤ
の
受
け
た
影
響
を
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。

技
法
に
つ
い
て
の
研
究
は
ゴ
ヤ
の
画
材
購
入
時
の
領
収
書
‘
{
現
在

の
保
存
状
況
及
び
サ
ン
ブ
リ
シ
オ
の
研
究
当
時
(
-
九
四
六
年
）
の

報
告
が
基
本
史
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ゴ
ヤ
の
独
創
性
な
画
風
の

形
成
の
背
景
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。
従
っ
て
、
技
法
及
び
構
成
面

(
2
)
技
法
上
の
影
響
と
独
創
性

性
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
(47)
。
ラ
モ
ン
・
・
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
の
民

衆
を
見
つ
め
る
視
線
と
ゴ
ヤ
の
現
実
を
見
詰
め
る
眼
差
し
は
共
に
実

生
活
描
写
派
的
で
あ
る
点
に
お
い
て
類
似
し
て
い
る
。

れ
て
お
り
ヘ
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
と
当
時
の
文
学
（
演
劇
）
と
の
共
通

験、い
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
技
法
面
に
お
い
て
は
王
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

せ
よ
う
。
か
た
や
ゴ
ヤ
の
技
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
カ
ラ
ッ
バ
ッ
ジ
ョ

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
、
ひ
い
て
は
メ
ン
グ
ス
の
影
響
が
見
出

こ
の
点
で
あ
る
。

カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ョ
達
の
技
法
に
は
、
タ
ビ
ス
リ
ー

下
絵
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
精
密
で
静
的
な

に
始
ま
る
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
の
流
れ
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
様
な
ゴ
ヤ
の
特
色
の
背
景
に
は
、
テ
ィ
エ
ポ
ロ
を
継
承
す
る

ホ
セ
・
ル
サ
ン
の
元
で
の
修
行
時
代
、
イ
タ
リ
ア
ヘ
の
放
浪
時
の
体

マ
ド
リ
ッ
ド
で
の
修
行
時
代
、
王
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
の
出
会

の
関
連
性
が
強
く
、
構
成
面
に
は
テ
ィ
エ
ボ
ロ
、
イ
タ
リ
ア
旅
行
の

影
響
が
色
濃
く
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
で
も
ゴ
ヤ

の
技
法
確
立
と
い
う
見
地
で
は
、
ゴ
ヤ
が
王
宮
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
版

画
制
作
に
携
わ
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
極
め
て
重
要
か
と
思
わ
れ

る
(48)
。
ゴ
ヤ
の
第
三
の
連
作
の
＾
洗
濯
女
達

V
[図
16]
＾
タ
バ
コ

が
当
時
の
カ
ル
ト
ン
作
家
達
の
も
の
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
実
に

れ
、
色
調
が
か
な
り
押
さ
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン

に
織
る
た
め
に
タ
ピ
ス
リ
ー
で
は
こ
の
カ
ル
ト
ン
の
持
ち
味
が
失
わ

由
な
筆
遣
い
と
明
暗
表
現
が
際
立
っ
て
い
る
た
め
、
滑
ら
か
な
表
面

調
の
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
は
荒
っ
ぽ
い
自

と
平
坦
な
色
使
い
に
よ
り
、
タ
ピ
ス
リ
ー
と
比
較
し
て
も
さ
し
て
色
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方
、
絵
の
具
の
の
せ
方
、
布
や
筆
の
使
い
方
等
、
ゴ
ヤ
の
作
品
は
独

ウ
ァ
ッ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ス
は
主
題
の
源
泉

ル
ス
は
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
職
業
人
を
描
い
た
版
画
を
通
し
て
も

家
と
い
う
職
業
を
一
種
の
職
人
と
考
え
て
い
た
節
も
あ
る
ゴ
ヤ
は
、

ク
画
家
の
技
法
に
は
、
色
彩
と
形
態
の
自
由
さ
な
ど
、
『
こ
こ
に
ゴ
ヤ

一
方
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ス
の
ゴ
ヤ
ヘ
の
影
響
は
こ
の
連
作
に
も
幾
つ

さ
れ
て
い
る
が
、

密
輸
監
視
人
＞
に
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
風
景
画
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘

こ
の
時
の
模
写
作
品
の
内
、
特
に
騎
馬
像
の
背
景

質
感
表
現
に
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
の
自
由
な
描
法
と
の
頻
似
点
が
見
ら

れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
赤
レ
ン
ガ
色
の

下
塗
り
を
効
果
的
に
用
い
た
背
景
処
理
は
、
以
後
ゴ
ヤ
の
肖
像
画
に

ン
チ
ェ
ス
・
カ
ン
ト
ン
は
、

ゴ
ヤ
の
先
駆
的
な
画
風
と
十
七
世
紀
の

マ
ド
リ
ッ
ド
派
の
画
家
達
の
幾
つ
か
の
作
品
の
共
通
点
を
指
摘
し
、

「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ミ
ー
ロ
、
エ
ス
カ
ラ
ン
テ
等
の
大
胆
な
バ
ロ
ッ

あ
り
』
と
叫
び
得
る
よ
う
な
要
素
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
(49)
。
画

技
法
の
開
発
に
余
念
が
無
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
顔
料
の
溶
き

創
的
な
試
み
に
尽
き
な
い
(
5
0
)
0

カ
ル
ト
ン
作
家
時
代
の
ゴ
ヤ
は
ま

た
メ
ン
グ
ス
の
肖
像
画
と
は
若
干
趣
が
違
う
も
の
で
あ
る
。
更
に
サ

の
カ
ル
ト
ン
作
家
達
の
描
法
と
は
違
っ
た
「
ゴ
ヤ
風
[
G
o
y
e
s
c
o
]
」

と
こ
ろ
で
、

ラ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ス
な
ど
の
十
八
世
紀
の
先
人
達
の
作
品
を
研
究
し
、

そ
れ
ら
に
学
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

い
て
お
り
、

タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
の
伝
統
を
築
い
た
功
績
を
持
つ
画
家

達
で
も
あ
る
。
特
に
ウ
ァ
ッ
ス
は
こ
の
連
作
の
八
洗
濯
女
達
＞
八
ブ

ラ
ン
コ
遊
び
＞
と
同
じ
題
名
の
作
品
を
描
い
て
い
る
点
で
興
味
深
い

が
、
こ
の
作
品
に
関
し
て
言
え
ば
主
題
の
共
通
点
し
か
見
出
せ
な
い
。

か
現
れ
て
い
る
。
ゴ
ヤ
の
風
景
表
現
が
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ス
の
水
彩

画
と
も
類
似
す
る
こ
と
は
第
三
節
に
て
述
べ
た
。
更
に
ラ
・
ト
ラ
ヴ
ェ

ゴ
ヤ
に
着
想
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
言
え
る
こ
と
は
、

も
引
き
継
が
れ
、

人
物
の
背
景
に
植
え
込
み
や
建
物
の
一
部
を
描
い

51)
。
ウ
ァ
ッ
ス
、
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
は
タ
ビ
ス
リ
ー
工
場
の
た
め
に
働

ス
ケ
ス
の
作
品
に
見
ら
れ
る
主
役
を
際
立
た
せ
る
表
現
の
影
響
が
現

京
し
た
ゴ
ヤ
が
ミ
シ
ェ
ラ
ン
ジ
ェ
・
ウ
ァ
ッ
ス
、

ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
、

れ
、
ゴ
ヤ
が
多
用
し
た
暗
色
を
生
か
し
た
背
景
の
処
理
に
も
ヴ
ェ
ラ

マ
ド
リ
ッ
ド
時
代
の
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

上

を
築
く
過
程
が
見
て
取
れ
る
だ
ろ
う
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
対
比
的
な
明
暗
表
現
、
金
属
や
衣
服
の

と
の
関
連
性
が
見
出
せ
よ
う
。

ま
た
、

J

の
連
作
に
お
け
る
主
役
に

ル
ト
ン
で
達
成
さ
れ
た
布
や
背
景
の
透
明
度
や
軽
快
さ
に
、
同
時
代

き
の
あ
る
空
間
表
現
へ
の
試
行
錯
誤
の
時
代
と
い
え
る
。
ゴ
ヤ
の
カ

だ
ま
だ
発
展
途
上
に
あ
り
、

ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
風
な
光
の
表
現
や
奥
行
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ラ
フ
ェ
ン

テ
の
指
摘
す
る
ル
カ
・
ジ

ョ
ル
ダ
ー
ノ
、

サ
ン
チ

ェ
ス

リ
ー
の
た
め
の
カ
ル
ト
ン
に
お
い
て
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の

の
確
立
を
知
る
上
で
不
可
欠
な
研
究
で
あ
る
。

サ
ン
チ
ェ
ス
・
カ
ン

結

び

53 -~-
゜

テ
ル
画
の
影
響
が

サ
ン
チ
ェ
ス
・
カ
ン

ト
ン
に
指
摘
さ
れ
て
い

る

ン
ツ
ォ
・
テ
ィ

エ
ポ
ロ
に
関
し
て
は
庶
民
の
タ
イ
プ
を
描
い
た
パ
ス

複
雑
な
色
分
け
で
布
が
部
分
部
分
別
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
色
面

構
成
が
自
ず
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。

ゴ
ヤ

の
カ
ル
ト
ン
に
も
こ
の
様

な
タ
ピ
ス
リ
ー
の
伝
統
が
見
ら
れ
、

暗
色
の
配
分
や
空
と
雲
の
均
衡

に
タ
ピ
ス
リ
ー
独
特
の
描
き
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
色
面
の
分
け
方

に
つ
い
て
は
こ
の
構
成
の
伝
統
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
人
物
の
配
置

の
作
り
出
す
動
的
構
成
や
舞
台
上
の
人
物
に
迫
っ
た
構
図
は
タ
ピ
ス

人
物
の
配
置
は
タ
ビ
ス
リ
ー
に
伝
統
的
な
俯
廠
図
の
視
点
で

は
な

く
、
ワ
ト
ー
や
ブ
ー
シ
ェ
の
風
俗
画
或
い
は
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
フ
レ
ス

コ
画
に
見
ら
れ
る
演
劇
的
な
視
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
バ
ロ
ッ
ク
絵
画

の
主
題
に
迫
っ
た
劇
的
な
構
成
に
根
差
す
も
の
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
旅
行
を
通
じ
て
、
ゴ
ヤ
は
何
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

カ
ン
ト
ン
の
指
摘
す
る
コ
レ
ッ
ジ
オ
‘

ト
ー
ニ
及
び
ピ
ア
ツ
ェ
ッ
タ
、

マ
イ
ヤ
ー
の
指
摘
す
る
ピ
ッ

ま
た
イ
タ
リ
ア
の
研
究
者
が
ア
レ
ッ

サ
ン
ド
ロ
・
マ
ニ
ャ
ス
コ
、
ピ
エ
ト
ロ
・
ロ
ン
ギ
、
ヴ
ェ
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・

メ
ン
グ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
絵
画
へ
の
反
発
を
感
じ
る
ゴ
ヤ
に

と
っ
て
、
大
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
大
胆
な
色
彩
や
劇
的
な
構
成
は
精
神
の

支
え
で
も
あ
っ
た
と
ラ
フ
ェ
ン
テ
は
述
べ
て
い
る
。
そ
の
息
子
ロ
レ

ゴ
ヤ
の
絵
画
と
そ
れ
以
前
の
絵
画
並
び
に
ゴ

ヤ
と
同
時
代
の
絵
画

と
の
関
連
性
を
探
る
こ
と
は
、
ゴ
ヤ
の
画
家
と
し
て
の
経
歴
や
画
風

ト
ン
は
こ
う
言
っ
て
い
る
「
天
オ
[g
e
n
i
o
]
と
は
源
泉
を
持
た
ぬ
[
sin 

た
の
も
テ
ィ
エ
ポ
ロ
で
あ
っ
た
。
以
降
美
術
界
に
お
い
て
勝
利
し
た

け
ら
れ
る
。
ホ
セ・

ル
サ
ン
の
も
と
で
模
写
を
通
し
て
初
め
て
で
あ

っ

ど
め
た
い
。

一
方
テ
ィ
エ
ポ
ロ
と
の
類
似
性
は
数
々
の
実
証
に
裏
づ

と
し
て
ゴ

ヤ
に
影
響
を
与
え
て
は
い

る
が
技
法
面
に
お
い
て

の
関
連

性
は
こ
れ
と
い
っ
て
指
摘
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
構
成
面
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
カ
ル
ト
ン
は
タ
ピ
ス

リ
ー
に
織
ら
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め

マ
リ
ア
ー

ニ
を
指
摘
し
て
い
る
(52)
が、

イ
タ
リ
ア
旅
行
時
代
の
ゴ

ャ
の
行
動
に
は
謎
が
多
く
、
事
実
を
裏
づ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。4

•
こ

こ
で
は
、
ゴ
ヤ
が
イ
タ
リ
ア
で
感
じ
取
っ
た
時
代
の
雰
囲
気
や
バ

ロ
ッ
ク
絵
画
の
印
象
が
カ
ル
ト
ン
に
反
映
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
に
と
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o
r
i
g
e
n
]
 
と
言
う
意
味
で
は
な
く
、

d
r
a
r
]

統
一

生
活
の
情
景
と
は
、

そ
の
語
源
は
生
ず
る

[
 
e
n
g
e
n
 ,
 

[
 
g
e
n
t
e
]

と
同
一
で
あ
る
」

(54)
。
従
っ
て
ゴ
ヤ
の
作

品
に
は
環
境
と
伝
統
の
遺
産
が
統
一
さ
れ
、
民
衆
の
特
性
と
時
代
の

雰
囲
気
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
中
で
も
タ
ピ
ス
リ
ー
の
た

め
の
カ
ル
ト
ン
に
お
い
て
は
当
時
の
民
衆
の
日
常
生
活
の
情
景
が
主

題
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
カ
ル
ト
ン
に
描
か
れ
た
ス
ペ
イ
ン
人
の
日
常

ま
さ
に
ゴ
ヤ
の
観
察
眼
で
と
ら
え
ら
れ
た
世
界

で
あ
り
、
ゴ
ヤ
の
知
覚
し
た
時
代
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
ゴ
ヤ
の
こ
の
視
線
に
こ
そ
「
独
創
性
」
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
作

A
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き

V
[図
1
]
に

見
ら
れ
る
現
実
感
あ
る
観
衆
の
眼
差
し
、
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
の
哀

れ
な
様
子
、
第
三
作
＾
瀬
戸
物
売
り

V
[図
4
]
の
若
さ
の
魅
惑
と
老

い
の
醜
さ
、
無
産
階
級
と
豪
奢
な
馬
車
に
乗
る
貴
族
階
級
の
対
比
、

第
八
作
＾
ペ
ロ
ー
タ
競
技
＞
〔
図
12]
の
民
衆
達
の
陽
気
で
怠
慢
な
態

度
、
第
九
作
八
ブ
ラ
ン
コ
遊
び
＞
の
馬
車
で
待
つ
召
使
の
挿
入
、
第

十
八
作
＾
ギ
タ
ー
を
弾
く
マ
ホ
＞
第
十
九
作

A
待
ち
合
わ
せ
＞
の
マ

ホ
、
マ
ホ
の
様
子
等
々
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
ゴ
ヤ
の
容
赦
な
い
観

察
力
が
隅
々
ま
で
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
日
常

の
真
実
を
と
ら
え
る
ゴ
ヤ
の
視
線
に
は
、
後
に
発
展
す
る
鋭
い
風
刺

力
を
予
見
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
視
線
は
十
八
世
紀
後
半
の
国

ン
の
リ
ア
リ
ズ
ム
、
実
生
活
描
写
主
義
的

(
C
u
s
t
u
m
b
r
i
s
t
a
)

で
あ

以
上
、
本
稿
に
於
て
は
、

ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
第
三
の
連
作
を
構
成

す
る
カ
ル
ト
ン
の
「
主
題
の
源
泉
」
「
独
創
性
」
を
考
察
し
、
ゴ
ヤ
の

画
風
確
立
の
過
程
を
述
べ
て
き
た
。
カ
ル
ト
ン
時
代
の
作
品
群
か
ら

コ
コ
の
影
響
が
ゴ
ヤ
に
於
て
ど
の
よ
う
に
吸
収
さ
れ
独
自
の
画
風
を

生
み
出
し
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

（
附
記
）
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
御
指
導
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
か
ら
賜
り
ま

し
た
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
貴
重
な
ご
教
示
を
く
だ

さ
り
、
ま
た
文
献
の
入
手
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
雪

山
行
二
先
生
、
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
コ
コ
に
関
し
ご
教
示
く
だ
さ
っ
た
、
御
茶
ノ
水
女

子
大
学
の
伊
藤
巳
令
氏
、
文
献
の
訳
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
の

イ
バ
ニ
ェ
ス
神
父
、
長
谷
川
嗣
彦
先
生
、
水
沢
成
子
氏
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

ル
ト
ン
の
主
題
上
の
伝
統
を
考
察
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

て
い
る
。
ま
た
、

タ
ピ
ス
リ
ー
史
の
面
か
ら
装
飾
位
置
の
意
図
や
カ

イ
タ
リ
ア
放
浪
時
代
の
影
響
が
ど
の
よ
う
に
推
測
で
き
る
の
か
、

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ロ

粋
主
義
や
、
愛
国
的
雰
囲
気
の
高
ま
り
を
背
景
に
起
こ
っ
た
ス
ペ
イ
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3
)

ヴ
ァ
ン
デ
ル
ゴ
テ
ン
一
家
の
マ
ド
リ
ッ
ド
ヘ
の
旅
は
一
七
六

0
年
五
月

2
 カ

ル
ロ
ス
三
世
の
王
位
継
承
記
念
に
お
い
て
、
王
の
保
護
を
も
っ
て
記
録
さ

を
委
任
し
て
い
る
。

ろ
う
。
工
場
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
カ
ン
ビ
を
任
命
し
再
興

こ
の
時
す
で
に
マ
ド
リ
ッ
ド
に
は
サ
ン
タ
・
イ
ザ
ベ
ル
工
場
が
存
在
し
て

い
た
。
こ
の
工
場
は
サ
ラ
マ
ン
カ
（
ス
ペ
イ
ン
で
主
に
小
規
模
な
タ
ビ
ス

リ
ー
工
場
が
あ
っ
た
の
は
、
サ
ラ
マ
ン
カ
と
カ
タ
ル
ニ
ア
で
あ
る
）
か
ら
の

職
人
に
よ
っ
て
一
六
二
五
年
設
立
さ
れ
た
。
現
在
ソ
フ
ィ
ア
王
妃
芸
術
セ
ン

タ
ー
と
な
っ
て
い
る
聖
カ
ル
ロ
ス
病
院
の
地
下
室
に
あ
り
、
サ
ン
タ
・
イ
ザ

ベ
ル
通
り
の
一
角
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の

A
織
女
た
ち
＞
は
こ
の
工
場
の
様
子
を
描
い
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
ス
ペ
イ
ン
王
の
親
類
で
あ
る
ル
イ
十
六
世
は
、
フ
ラ
ン
ス
王
立
ゴ

プ
ラ
ン
工
場
の
職
人
を
ス
ペ
イ
ン
に
送
る
こ
と
に
異
存
な
か
っ
た
が
、
大
臣

ア
ル
ベ
リ
ー
ノ
の
進
言
に
よ
り
、
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ゴ
テ
ン
を
指
名
し
た
の
で
あ

れ
た
。
尚
サ
ン
タ
・
イ
サ
ベ
ル
工
場
は
現
在
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
マ
ル
テ
ィ

ネ
ス
広
場
の
辺
り
で
あ
る
。
名
前
は
こ
こ
に
あ
る
サ
ン
タ
・
イ
ザ
ベ
ル
門
に

因
ん
で
い
る
。
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ゴ
テ
ン
家
当
主
で
あ
る
老
ヤ
コ
ポ
は
一
七
二
四

年
に
死
去
し
、
以
後
長
男
の
ヤ
コ
ボ
（
一
七
六
八
年
没
）
、
次
男
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
（
一
七
七
四
年
没
）
が
工
場
の
技
術
管
理
職
を
引
き
継
い
で
い
る
。
そ
の

註

，
 

8
 
7
 

6
 

5
 

4
)
 後

、
末
息
子
コ
ル
ネ
リ
オ
（
五
人
兄
弟
の
う
ち
）
と
リ
ヴ
ィ
ニ
オ
・
ス
ト
ゥ

イ
ク
を
中
心
と
し
て
、
甥
や
姪
な
ど
ヴ
ァ
ン
デ
ル
ゴ
テ
ン
一
族
が
織
物
技
術

を
守
り
継
承
し
た
。

臥
機
[b
a
j
 0ー
lizo]
と
は
、
横
糸
の
上
に
モ
デ
ル
を
置
い
て
写
し
て
い
く

方
法
で
あ
り
、
水
平
に
張
ら
れ
た
縦
糸
を
操
作
す
る
と
こ
ろ
か
ら
臥
機
（
ね

ば
た
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
作
業
工
程
で
構
図
が
逆
に
な
ら
な
い
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
。

d
e
 
G
o
y
a
,
 
C
a
r
t
o
n
e
s
 
y
 

F
r
a
n
c
i
s
c
o
 

竪

機

[
alt 0ー

Iizo]
と
は
、
十
八
世
紀
よ
り
次
第
に
普
及
し
た
技
術
で
、

垂
直
に
張
ら
れ
た
縦
糸
に
カ
ル

ト
ン
に
描
か
れ
た
も
の
の
輪
郭
を
転
写
し

て
い
く
方
法
で
あ
る
。
縦
糸
が
竪
琴
に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
竪
機
（
た
て
は

た
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
．こ
の
技
術
で
は
作
業
工
程
で
構
図
が
鏡
像
に
な
る
。

タ
ピ
ス
リ
ー
の
画
題
に
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
農
民
生
活
の
ほ
か
に
、
フ
ラ
ン

ス
の
田
園
遊
び
（
フ
ェ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
ン
ト
）
の
主
題
か
ら
着
想
を
得
た
と

思
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
ラ
ン
ジ
ェ
の
来
西
と
共
に
ゴ
プ
ラ
ン
工
場
で
当
時

制
作
さ
れ
て
い
た
画
題
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ワ

ト
ー
や
プ
ー
シ
ェ
の
作
品
は
そ
の
多
く
が
版
画
に
な
っ
て
お
り
、
版
画
の
普

及
に
よ
る
構
図
の
影
響
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

J
o
s
e
 
M
a
n
u
e
l
 
A
r
n
a
1
z
,
 

T
a
p
1
c
e
s
,
 p. 
2
5
,
 
(
1
9
8
7
)
 

J
o
s
e
 M
a
n
u
e
l
 A
r
n
a
i
z
,
 前
掲
書

p.
2
7
 

エ
ル
・
パ
ル
ド
宮
は
、
カ
ル
ロ
ス
一
世
（
カ
ー
ル
五
世
）
に
よ
っ
て
、
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ン
・
ル
イ
ス
・
エ
ウ
セ
ビ
オ
宛
に
送
ら
れ
た
ゴ
ヤ
自
身
も
し
く
は
彼
の
息
子

八
二
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
プ
ラ
ド
美
術
館
の
カ
タ
ロ
グ
用
と
し
て
、
ド

の
手
に
成
る
文
書
に
よ
る
。

S
a
n
c
h
e
z
 
C
a
n
t
 01 
n, 
E
l
 
p
r
i
m
e
r
 
v
i
a
j
e
 
d
e
 G
o
y
a
 a
 M
a
d
r
i
d
 
(
A
r
 ,
 

c
h
i
v
o
 e
s
p
a
n
o
l
 d
e
 a
r
t
e
 y
 A
r
q
u
e
o
l
o
g
i
a
 1929)
に
よ
る
（
竿
千
者
未
見
）
。

後
タ
ピ
ス
リ
ー
エ
場
で
カ
ル
ト
ン
画
家
と
し
て
働
い
た
。

か
っ
た
と
、

J
u
t
t
a
H
e
l
d
,
 
D
i
e
 
G
e
n
r
e
b
i
d
e
r
 
d
e
r
 
M
a
d
r
i
d
e
r
 
T
e
p
p
1
,
 

c
h
i
m
a
n
u
f
a
k
t
u
r
 u
n
d
 dei 
A
n
f
a
n
g
e
 G
o
y
a
,
 p. 
1
9
 (1971)
に
瞬
氾
摘
さ
れ

て
い
る
。

ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
バ
ッ
テ
ィ
ス
タ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
来
西
に
伴
っ
て
二
人
の

息
子
も
ス
ペ
イ
ン
入
り
を
し
た
。
そ
の
う
ち
の
次
男
ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
、
そ
の

屋
の
用
途
と
タ
ピ
ス
リ
ー
の
主
題
と
は
厳
密
に
関
わ
り
あ
う
必
嬰
は
な

こ
の
ヴ
ァ
ン
・
ロ
ー
と
カ
リ
ェ
ー
ハ
の
連
作
は
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
六
柱
（
一

七
四
六
か
ら
五
九
在
位
）
の
意
向
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
描

か
れ
た
農
民
の
生
活
と
「
寝
室
」
と
は
何
の
関
連
性
も
な
い
こ
と
か
ら
、
部

ド
北
部
郊
外
に
あ
る
。

そ
の
王
妃
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
サ
・
デ
・
パ
ル
マ
が
住
ん
で
い
た
。
マ
ド
リ
ッ

控
え
の
間
の
連
作
を
制
作
し
た
一
七
七
九
年
に
は
、
後
の
カ
ル
ロ
ス
四
世
と

ト
リ
ア
ス
公
）
の
居
城
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ゴ
ヤ
が
寝
室
及
び
寝
室

城
で
あ
る
。
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
期
は
第
一
王
位
継
承
者
で
あ
る
皇
太
子
（
ア
ス

五
四
二
か
ら
五
八
年
に
り
た
り
、
狩
猟
の
た
め
の
要
塞
と
し
て
建
設
さ
れ
た

20 ]9 18 17 16 15 14 

一
七
六
五
年
に
完
成
し
た

コ
ン
ク
ー
ル
の
書
類
に
は
、
イ
タ
リ
ア
語
式
に
G
O
J
A
と
著
名
し
、
「
ロ
ー

マ
人
」
で
あ
り
「
ス
ペ
イ
ン
王
の
画
家
V
a
j
e
u
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
イ
ユ
ー
」

は
外
国
人
の
画
家
の
場
合
ま
ず
そ
の
画
家
が
在
住
す
る
場
所
に
い
る
美
術

ア
カ
デ
ミ
ー
の
代
表
者
か
ら
作
品
の
審
査
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

コ
ン
ク
ー
ル
の
規
定
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
と

指
摘
し
て
い
る
。

S
a
n
c
h
e
z
C
a
n
t
o
n
,
 神
吉
敬
三
訳
、
前
掲
書

p.
2
5
 

J
e
a
nー

Frarn;;o1s
C
h
a
b
r
u
n
,
 G
o
y
a
,
 英
訳
書

p.
3
5
 
(1965) 

S
a
n
c
h
e
z
 C
a
n
t
 01
戸
神
吉
敬
三
訳
、
前
掲
書

p.
2
7
 

一
七
七
九
年
、
ゴ
ヤ
自
身
こ
の
よ
う
に
申
し
立
て
て
い
る
。

V
.
d
e
 S
a
n
 ,
 

b
n
c
1
0
,
 
T
a
p
i
c
e
s
 d
e
 G
o
y
a
,
 
M
a
d
r
i
d
.
 
P
a
t
r
i
m
o
n
i
o
 
N
 ac
1
0
n
a
l
 
A
r
 ,
 

c
h
i
v
o
 G
e
n
e
r
a
l
 d
e
 P
a
l
a
c
1
0
,
 
1
9
4
6
 D
o
c
.
 56, 
p. 
3
1
 

S
a
s
h
e
z
 C
a
n
t
6
n
,
 神
吉
敬
三
訳
、
前
掲
書

p.
3
5
 

神
吉
敬
三
編
『
ゴ
ヤ
論
」
年
譜
p.
3
8
1
よ
り
。

新
し
い
王
宮
に
王
室
コ
レ
ク
、
ゾ
ョ
ン
が
移
さ
れ
、
そ
れ
を
機
会
に
銅
版
で
複

製
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
仕
事
を
す
る
画
家
の
一
人
と
し
て
ゴ

ヤ
が
選
ば
れ
て
い
る
。
版
画
の
複
製
は
一
七
八
八
年
ま
で
か
か
り
、
そ
の
年

の
七
月
と
十
二
月
に
ゴ
ヤ
の
作
品
の
広
告
が
『
マ
ド
リ
ッ
ド
公
報
j

[
 
G
a
c
e
t
a
 
d
e
 M
a
d
r
i
d
]

に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
ゴ
ヤ
は
こ
の
し
ー
き
模
写

の
弟
子
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
ド
ン
・
ペ
ド
ロ
・
ベ
ロ
ー
キ
は
こ
の
誤
記

ヤ
論
」

p.
2
2
 (1972) 

S
a
s
h
e
z
 C
a
n
t
 01 
n, 
V
i
d
a
 y
 o
b
r
a
s
 d
e
 G
o
y
a
,
 (1951)
加
内
土
口
勘
竺
一
叩

m

『ゴ
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A
洗
泄
女
達
＞
の
三
点
に
つ
き
カ
ル
ト
ン
と
の
構
図
及
び
寸
法
の
比
較
戸
ど

で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
ボ
セ
ト
＾
ペ
ロ
ー
タ
競
技

V
A兵
隊
ご
っ
こ
＞

ン
（
原
寸
大
下
絵
）
制
作
前
の
ボ
セ
ト
（
下
絵
）
の
存
在
に
触
れ
、
今
日
ま

①

カ

ル

ト
ン
制
作
の
経
路
と
そ
れ
に
伴
う
改
変
の
問
題
と
し
て
、
カ

ル
ト

き
推
測
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
ま
と
め
て
い
る
。

妃
も
お
褒
め
の
言
薬
を
下
さ
っ
た
。
」

cle
,
 Go
y
a
.
 d'o
r
 et 
d
e
 s
a
n
g
,
 堀
田
善
衛
訳
p
.
3
5
 (
1
9
8
6
)
 

E
u
g
e
n
i
a
 M
o
n
t
e
r
o
,
 Lo
s
 S
e
c
r
e
t
o
s
 d
e
l
 Pa
l
a
c
i
o
 R
e
a
l
 d
e
 M
a
d
r
i
d
,
 

こ
の
点
に
関
し
て
は
可
能
な
限
り
の
資
料
を
一
九
二
八
年
四
月
十
一
日

王
立
サ
ン

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
サ
ン
チ
ェ
ス

・
カ

ン
ト
ン
の
謂
演
集
[
G
o
y
a
 e
n
 la A
c
a
d
e
m
i
a
]
に
収
録
、

S
a
c
h
e
z
C
a
n
t
o
n
,
 

V
i
d
a
 y
 o
b
r
a
s
 d
e
 G
o
y
a
.
 神
吉
敬
三
訳

『
ゴ
ヤ
論
j

p
.
 
4
2
 1 4
4

に
簡
略
記

第
二
章
第
二
節
で
は
①
カ
ル
ト
ン
の
納
品
時
に
添
え
ら
れ
た
ゴ
ヤ
の
よ

る
内
容
記
述
（
請
求
書
）
、
②
工
場
に
保
管
さ
れ
る
タ
ピ
ス
リ
ー
の
制
作
記
録

書
、
③
カ
ル
ロ
ス
三
世
の
死
去
の
際
編
簗
さ
れ
た
王
宮
の
財
産
目
録
に
基
づ

る
。
こ
の
改
変
に
際
し
て
、
ゴ
ヤ
が
改
変
前
の
プ
ラ
ン
を
銅
版
画
に
残
し
て

お
り
、
そ
の
寸
法
が
現
在
の
カ
ル
ト
ン
よ
り
や
や
横
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

と
め
て
い
る
。
＾
子
犬
＞
＾
泉
＞
の
カ
ル
ト
ン
は
一
八
三
四
年
以
前
に
紛
失

し
て
お
り
、
こ
の
日
付
に
つ
い
て
は
ド
ン

・
ヴ
ィ
セ
ン
テ

・
ロ
ペ
ス
に
よ
っ

て
実
証
済
で
あ
る
。
王
宮
の
財
産
目
録
に
お
け
る
こ
の
二
点
の
査
定
に
よ

り
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
七
世
の
治
世
（
一
八
〇
八
、
一
八
一
四
ー
一
八
三
三
年
）

の
間
は
カ
ル
ト

ン
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
が
、
王
宮
保
存
か
否
か

及
び
タ
ピ
ス
リ
ー
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
こ
の
二
点
の
存
在
は
ゴ
ャ
の
納

品
文
書
を
介
し
て
ク
ル
サ
ー
ダ

・
ヴ
ィ
ジ
ャ
ミ
ー
ル
に
よ
っ
て
明
か
さ
れ
、

さ
ら
に
王
宮
所
蔵
文
書
に
よ
る
と
こ
れ
ら
に
基
づ
く
タ
ビ
ス
リ
ー
は
王
宮

述
あ
り
。

在
プ
ラ
ド
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
十
五
点
の
他
五
点
の
所
在
に
つ
い
て
ま

22 

③
 
J

の
連
作
の
所
蔵
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
は
、
王
宮
保
存
を
経
て
現

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

A
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
＞
が
も
と
は
寝
室
北
側
壁
面
に
飾
ら
れ
る
も
の
で

p
.
 41-
-
-
-
-
4
3
 
(
1
9
8
6
)
 

3
)
 

2
 

え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
寸
法
も
納
品
文
書
の
記
述
と
異
な

一
七
七
九
年
一
月

J
e
a
n
n
i
n
e
B
a
ti
 
,
 

21) 
ゴ
ヤ
は
こ
の
時
の
出
来
事
を
感
激
を
込
め
て
サ
パ
テ
ー
ル
に
書
き
送
っ

て
い
る
。
「
僕
は
こ
の
時
、
こ
の
御
三
方
の
手
に
接
吻
し
た
。
今
ま
で
に
決
し

て
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
幸
福
だ
…
•
•
•
国
王
は
満
足
し
皇
太
子
と
皇
太
子

解
を
ま
と
め
た
。

カ
ル
ト
ン
納
品
年
月
日
及
び
納
品
文
書
に
関
す
る
問
題
と
し
て
、

A
盲

目
の
ギ
タ
ー
弾
き
＞
の
装
飾
位
置
変
更
に
触
れ
て
い
る
。
納
品
文
書
の
寸
法

記
録
は
最
終
的
に
＾
ペ
ロ
ー
タ
競
技
＞
が
据
え
ら
れ
た
寝
室
北
側
壁
面
と

一
致
す
る
が
、

八
盲
目
の
ギ
タ
ー
弾
き
＞
は
寝
室
控
え
の
間
東
側
壁
面
に
据

②
 

し
た
ひ
と
そ
ろ
い
の
版
画
を
サ
パ
テ
ー
ル
に
贈
呈
し
て
い
る
。

し
た
。
ま
た
ボ

セ
ト
の
発
見
に
伴
う
真
贋
問
題
に
つ
い
て
の
諸
研
究
家
の
見
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27) 
V
.
 d
e
 S
a
m
b
r
i
c
1
0
,
 前
褐
因

p.
1
0
6ー

107
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?] 

ま
れ
た
」
と
マ
ド
リ
ッ
ド
公
報
誌
面
に
お
い
て
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
時
盗
難

に
あ
っ
た
作
品
の
う
ち
八
手
押
し
車
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
＞
は
ボ
ス
ト
ン
で

発
見
さ
れ
、
現
在
オ
ハ
イ
オ
州
の
ト
リ
ー
ド
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

八
医
者
＞
は
現
在
国
宣
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
美
術
館
所
蔵
で
あ
り
、
一
九
二

『
一

年
に
ロ
ン
ド
ン
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
こ
の
作

品
の
寸
法
は

0.958
>
<
 

1
.
2
0
2
m
で
あ
り
、
ゴ
ャ
の
記
述
に
あ
る

0.992
x

l

 

5
1
4
m
か
ら
、
縦
3
c
m
横
（
圃
而
右
）

31cm
垂
直
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。

九

0
年
頃
ビ
ル
バ
オ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
き
に
撮
ら
れ
た
写
真
か
ら
切

断
前
の
構
図
及
び
当
時
の
保
存
状
態
の
悪
さ
を
推
し
景
る
こ
と
が
で
き
る
。

]
0
 se
 
M
a
n
u
e
l
 A
r
n
a
1
 N9
前
褐
書

p.

106 
C
a
t
a
l
o
g
o
 
n(1m. 
3
5
T
,
 
3
6
T
.
 

3
0
C
,
 V
.
 d
e
 S
a
m
b
r
i
c
i
o
,
:
 面
掲
忠
Ip.
111ー

1
1
2
に
よ
る
。
蘭
、

S
a
m
b
r
i
c
i
o

の
研
究
当
時
（
一
几
四
六
年
）
八
手
押
し
車
で
遁
ぶ
子
供
た
ち
＞
八
医
者
＞
．

の
行
方
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

V
.
 d
e
 S
a
m
b
n
c
1
0
,
 前
掲
忠

p.
106, 
D
o
c
u
m
e
n
t
o
 n
C
1
m
 4
7
 

ゴ
ヤ
の
苦
心
に
つ
い
て
は
、

V
,
d
e
 S
a
m
b
r
i
c
芦
前
掲
書

p.
1
0
6
-
1
1
7
に

記
述
が
あ
る
。

九

「
他
の
四
点
と
共
に
一
八
七
〇
箪
一
月
十
九
日
マ
ド
リ
ッ
ド
王
宮
か
ら
盗

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
、
二
点
織
ら
れ
た
八
子
犬
＞
の
う
ち
―
つ
が
一
七

九
凶
年
十
一
月
二
十
五
日
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ゴ
メ
ン
デ
ィ
に
売
却
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
八
手
押
し
車
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
＞
八
医
者
＞
は

39 8
 

ぅ

3 7ー3
 
36 35 

J
u
t
t
a
 
Hele¥, 前
掲
書

p,
1(2ー

4
3

J
u
t
t
a
 
H
e
l
d
,
 前
掲
書

p.
5
4
-
5
6
 

F
e
d
e
r
i
c
o
 
T
o
r
r
a
l
b
a
 
S
o
r
i
a
n
o
,
 
G
r
a
n
c
l
e
s
 
A
r
t
i
s
t
a
s
,
 
G
o
y
a
,
 p. 
2
9
 

1
 3
0
 
(1970) 

ゴ
ヤ
に
よ
る
黒
人
（
水
売
り
）
の
頭
部
の
習
作
は
[
I
n
s
t
i
t
u
t
o
 J
o
v
e
l
l
a
n
o
s
 

d
e
 G
i
j
o
n
]

の
災
害
の
折
、
焼
失
し
た
。

J
o
s
e
M
a
n
u
e
l
 A
r
n
a
i
z
,
 前
掲
書

V
.
 
d
e
 S
a
m
b
n
c
1
0
,
 前
掲
書
P
・
l
l
o

]
 os
e
 M
a
n
u
e
l
 A
r
n
a
1
 N
岡
鼻
書
p.
9
6
-
9
7
 

切
期
の
ゴ
ヤ
の
遠
景
表
現
に
つ
い
て
は
、
主
に
く
a
l
e
r
i
a
n
o

B
o
z
a
!
,
 

I
m
a
g
e
n
 d
e
 G
o
y
a
,
 
(1983)
を
参
考
に
し
、
本
稿
で
は
ボ
サ
ー
ル
の
い
う

6

↑
 

a
r
n
p
l
i
a
c
1
6
n
 clel 
a
m
b
i
t
o
 e
s
p
a
c
i
a
l
"
を
「
奥
行
き
を
開
く
拡
張
し
た
空

間
」
と
訳
し
た
。

(34)

八
瀬
戸
物
売
り
＞
の
老
女
が
、
以
後
の
作
品
に
登
場
す
る
魔
女
の
原
点
で

3
 

う
J

あ
る
と
い
う
意
見
は
サ
ン
チ
ェ
ス
・
カ
ン
ト
ン
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

本
稿
は
、
J
o
s
e
M
a
n
u
e
l
 A
r
n
a
1
z
嘉
則
褐
書

p.
9
7
、
及
び
同
書
註
99(p.
2
0
4
)
 

に
拠
っ
て
い
る
。

J
o
s
e
 M
a
n
u
e
l
 A
r
n
a
i
z
,
 前
掲
書

p.
9
7
 t
 9
8
 

V
a
l
e
r
i
a
n
o
 
Bo;,:al, 前
掲
書

p.
6
7
 

V
.
 
cle 
S
a
m
b
r
i
c
i
o
.
 前
掲
書

p.
113 

2
-

―
コ
こ
司
じ
。

3
j
4
4
t
|
 

3] 

p. 
9
3
 

0
)
 

う
J 29 8

 

t
/
]
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45 44 43 

ヘ
ル
ト
は
、
カ
ル
ト
ン
の
主
題
を
、
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。
①
ネ
ー

前
掲
曹

p
.
2
9
-
3
0
 

人
業
的
な
こ
だ
わ
り
（
ゴ
ヤ
が
画
家
と
い
う
職
業
を
高
度
な
職
人
業
と
捕
ら

50 49 

フ
ァ
ン
・
デ

・
ア
ウ
ス
ト
リ
ア

V
A門
衛
オ
チ
ョ
ア
＞

納
品
十

一
点
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

J
o
s
e

J
u
t
t
a
 
H
e
l
d
,
 前
掲
書

p
.
3
6
 ,
 38
 

(41)

＾
仔
牛
で
の
闘
牛
＞
の
マ
ン
ト
で
闘
牛
を
す
る
男
が
ゴ
ヤ
自
身
で
あ
る
と

い
う
意
見
は
、
今
回
用
い
た
文
献
に
お
い
て
は
次
の
箇
所
に
見
ら
れ
る
。
<
.

d
e
 S
a
m
b
r
i
c
i
o
,
 前
掲
書

p
.
1
1
5
、
J
a
n
n
i
n
e
 
B
a
t
i
e
 le
,
 前
掲
書

p
.
2
0
、

F
e
d
e
r
i
c
o
 T
o
r
r
a
l
b
a
 S
o
r
i
a
n
o
,
 前
掲
由

p
.
4
1
、
J
o
s
e
M
a
n
u
e
l
 A
r
n
a
i
z
,
 

よ
る
国
胆
の
困
窮
の
た
め
タ
ピ
ス
リ
ー
工
場
の
仕
事
が
一
時
的
に
停
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
勅
令
が
発
せ
ら
れ
る
前
に
、
急
速
こ
の
連
作
の
未

M
a
n
uel 

A
r
-

n
a
i
z
,
 前
掲
書

p
.
1
芦
勅
令
本
文
は
E
u
g
e
n
i
a
M
o
n
t
e
r
o
,
 前
掲
書

p
.
4
2
 

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

J
u
t
t
a
 H
e
l
d
,
 前
掲
書

p
.
4
0
-
4
3
,
 及
び
F
e
d
e
r
i
c
o
T
o
r
r
a
l
b
a
 S
o
r
i
a
n
o
,
 

デ
ル
ラ
ン
ト
の
様
式
を
手
本
と
し
た
カ

ル
ト
ン
、
②
子
供
の
遊
び
、

③
狩
猟

画
・
獲
物
図
、
④
狩
人
達
、
⑤
マ
ド
リ
ッ
ド
の
マ
ホ
と
マ
ハ
、
⑥
マ
ド
リ
ッ

ド
の
職
業
、
職
人
画
、
⑦
ペ
テ
ィ
メ
ー
ト
ラ
：
．
散
歩
道
と
グ
ル
ー
プ
。
「
子
供

の
遊
び
」
の
瑣
の
該
当
頁
は
、

J
u
t
t
a
H
e
l
d
,
 前
掲
書

p
.
2
5
-
2
8
で
あ
る
。

テ
ィ
ア
ン

・
デ
・モ

ラ
V
A
小
人
エ
ル
・
プ
リ
モ
＞
＾
女
官
た
ち

V
Aド
ン

・

盆
n
c
h
e
z
C
a
n
t
o
n
,
 神
吉
敬
三
訳
、
前
掲
書
p
.
2
6
7
 

ゴ
ヤ
の
技
法
面
の
独
創
性
に
つ
い
て
、
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
は
「
職

え
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ン
チ
ェ
ス

・カ

ン
ト
ン
は
「
ゴ
ヤ
の
筆
触
は
、
一
枚
の
画
而

に
お

い
て
さ
え
変
化
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

J
o
s
e
O
r
t
e
g
a
 y
 G
a
s
s
e
t
,
 Go
y
a
,
 神
吉
敬
三
訳
「
オ
ル

テ
ガ
著
作
集
3
J
 p
.
 28
6
,
 Sa
n
c
h
e
z
 C
a
n
t
o
n
,
 (1970)
神
吉
敬
三
訳
、
前

掲
書

p
.
2
7
1
 

40 

王
子

V
A赤
髭
の
男
＞
＾
イ
ソ
ッ
プ
＞
＾
メ
ニ
ッ
プ
ス

V
A
小
人
セ
バ
ス

ス
騎
馬
像
＞
＾
オ
リ
バ
ー
レ
ス
公
伯
爵
騎
馬
像

V
A
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

ス
と
共
に
植
民
地
側
を
支
援
し

一
七
七
九
年
参
戦
を
決
定
し
た
。
参
戦
に

一
七
七
六
年
の
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
勃
発
に
際
し
、
ス
ペ
イ
ン
は
フ
ラ
ン

一
世
騎
馬
像

V
A王
女
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
＞
＾
フ
ェ
リ
ペ
四
世
騎
馬
像
＞

42) 

V
.
 de
 S
a
m
b
r
i
c
i
o
,
 前
掲
書

p
.
1
1
6
 

前
掲
書

p.
2
7
5
 C
a
t
a
i
o
g
o
 n
(
1
m
.
 34
C
 

48)

当
時
マ
ド
リ
ッ

ド
公
報
に
掲
載
さ
れ
た
ゴ
ヤ

に
よ
る
ヴ
ェ
ラ
ス
ケ
ス
作

前
掲
書
p
.
3
7
 

47 46 

J
u
t
t
a
 H
e
l
d
•前掲
書
p

.

3
5
、
及
び
同
書
註

(205)
に
よ
る
。

ラ
モ
ン
・
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
と
ゴ
ヤ
の
カ
ル
ト
ン
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、

ソ
リ
ア
ー
ノ
も
サ
ン
チ
ェ
ス
・
カ
ン
ト
ン
も
指
摘
し
て
い
る
。

F
e
d
e
r
i
c
o

T
o
r
r
a
l
b
a
 S
o
r
i
a
n
o
,
 前
掲
書

p
.
2
9
、
S
a
n
c
h
e
z
C
a
n
t
o
n
,
 神
吉
敬
三
訳
、

品
の
模
写
版
画
は
以
下
の
十
七
点
で
あ
る
。
＾
酔
払
い
た
ち
＞
＾
フ
ェ
リ
ペ

A
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
デ
・
プ
ル
ポ
ン

V
A皇
太
子
バ
ル
タ
サ
ー
ル
・
カ
ル
ロ
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Sanchez Canton, 呈加萎lil至,1声翌笠 p.265 

Sanchez Canton, 豆知挙 Iii 待~, i三涅翌笞 p.262-263 

Sanchez Canton, 豆祖謳ii戸菩翌嗣 p.264 

Sanchez Canton, 豆祖苓Iii望匡翌包 p.261 

＜図奎呈く薬＞

・ F. T. Soraiano. Grancles Artistas, GOYA・・

［図ご~, uゲ三竺ご日;.:::;] 

• J. M. Arnaiz, Francisco de Goya, Cartones y Tap1ces 

［図NJ

・V. Bosa!, Imagen de Goya" ［図MJ

・J. Held, Die Genre bider der Maclricler -「eppichmanufakturuncl 

die Anfange Goyas・・・
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図2 ゴヤ《盲目のギター弾き》、銅版画

図3 ワトー《村の定期市》
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図4 ゴヤ《瀬戸物売 り》、カル トン

図5 ゴヤ 《軍人と夫人》、
カルト ン

図6 バイユー 《デリシアス通り》
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ティエポロ《散歩》
ツィアニーゴ荘のフレスコ画

ロ 『ハ 日

図8 サントーバン《パリの情景》



図11 ティエポロ《天使｛象》
ヴァルマラーナ荘のフレ
スコ画

図10 ゴヤ《兵隊ごっこ》、力）レトン
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図12 ゴヤ《ペロータ
競技》、カルトン

ゴンザレス・ルイス
《ペロータ遊び》



ゴヤ《洗濯女達》、カルトン
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